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１ 学校紹介

校長あいさつ

ようこそ富山高専へ！

皆さまにおかれましては、日頃より富山高等専門学校の教育・研究に多大なご理解とご支援を賜り、誠にありがとうご

ざいます。本誌『令和 年度学校要覧』をご覧いただき、重ねて御礼申し上げます。

本校は、「「創創意意・・創創造造」」「「自自主主・・自自律律」」「「共共存存・・共共生生」」を教育理念とし、学生たちが学問的・人間的に成長できる環境づく

りに努めています。また、学生一人ひとりの希望と社会のニーズに応じた人材、さらには研究開発やビジネスの分野でリ

ーダーシップを発揮できる人材育成を目指しています。特に、自分で考え、創意工夫を凝らして行動できる主体性のある

人材の育成に力を入れています。

本校は機械システム工学科、電気制御システム工学科、物質化学工学科並びに電子情報工学科の工学系 学科に加え、

人文社会系の国際ビジネス学科、そして商船学科という計 学科があり、固定観念にとらわれない柔軟な発想で社会をリ

ードできる人材を育てる、特色のある教育環境が整っています。

本校では、それぞれの専門分野における高度な知識や技術の修得に加え、数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス・・ 教教育育の強化に取

り組んでいます。これにより、さまざまな情報を自在に活用し、技術やイノベーションを経営に活かすマネジメント能力

を有する人材の育成を推進しています。 分野をはじめとして、「もの」や「こと」の急激な変化に対応するため、数理・

データサイエンス・ 教育に加え、スタートアップ教育やグローバル教育も柱とし、未来を見据えた人材育成に注力して

います。

本校における““ 歳歳かかららははじじままるるキキャャンンパパススラライイフフ””では、実験・実習にとどまらず、日々の授業においても学生が主

体的に学び自ら考える工夫を凝らしています。その成果として「「自自己己肯肯定定感感」」が高まっています。また、クラブ活動も活

発に行われ、各種大会やコンテストへの参加を通じて、仲間との「「つつななががりり」」を育み、ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力や友友情情を

培う青春の貴重な経験となっています。本誌を通じて、学生達が を実感しながら学ぶキャンパスの様子を思

い描いていただければ幸いです。

富山高等専門学校では、その特徴を活かし、学生達が自自らら考考ええ、、他他とと協協調調しし、、創創意意工工夫夫をもって果敢に挑挑戦戦できるよう

支援しています。そして、教育と研究を通じて、他人や社会のために貢献できる人材の育成を目指し、教職員が一丸とな

って取り組んでいます。本誌を読み進める中で、いきいきと学びに励む学生たちの姿を感じていただければ幸いです。今

後とも皆様の変わらぬご指導とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

校長 國
くに

枝
えだ

佳
よし

明
あき
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本校の特質

富山高等専門学校は、富山工業高等専門学校（昭和３９年設置）と富山商船高等専門学校（昭和４２年設置）
が、平成２１年に高度化再編による統合により設置されました。工学系４学科（機械システム工学科、電気制
御システム工学科、物質化学工学科、電子情報工学科）、全国では稀有な文系の国際ビジネス学科、東日本で
は唯一の商船学科という幅広い教育分野の本科６学科、専攻科４専攻を有する全国でも例のない高専です。国
内有数の高等教育研究機関として、また国内５１の高等専門学校の学術的・産業的研究分野のトップ校として、
科学技術・海洋に関連する高度な研究者、北陸・我が国そして世界で活躍する技術者、ビジネスパーソン、及
び海事技術者の育成を行っています。

１５歳からはじまるカレッジライフ

高等専門学校は、高等学校とは異なり、学校制度の中では大学と同じく「高等教育機関」として位置づけら
れています。例えるなら「中学校卒業から入れるカレッジ」で、「５年一貫教育」「くさび形教育」「実践的教
育」という３つの大きな特徴があります。これを本校では、「 歳からはじまるカレッジライフ」と呼んでい
ます。

本校の強み・地理的特性

富山県は歴史的に、北前船の重要な中継港となってきた海洋県であり、この交易によって始まった製薬産業・
化学産業、そして立山連峰のダムのエネルギー・水資源利用によって始まった素材加工産業を大きな二本柱と
する我が国でも有数の工業県です。県内企業の多くは東南アジアを中心として広く支店網を持つ国際的企業で
あり、海外在留経験者の数も多いです。また、富山県の大学は、富山大学を含む４つの４年制大学と２つの短
期大学しかなく、県内高等教育機関としての本校の役割は極めて重要となります。
本校の多分野にまたがる１５歳からの専門基礎教育は、富山県の人材供給要請に良く対応しており、それぞ

れの分野及び地域の産業界から高く評価されています。このことは全国トップクラスの高専サポート企業の数
及び受託研究・共同研究件数にも表れています。また、専攻科生を含めた地元就職率についても、全国高専で
トップクラスです。これらのことから地域産業界への貢献度は非常に高いです。
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本校の取り組み

１教育内容の充実

・ ・データサイエンス教育の全学的展開

・スタートアップに関連する環境・教育コンテンツ整備

・地域産業界と連携した実践教育

・国際交流を通したグローバルな人材の育成

・他大学との連携（富山大学、金沢大学、広島大学、長岡技術科学大学、

豊橋技術科学大学、東京海洋大学、北陸先端科学技術大学院大学）

２入試広報の強化

・本科学力試験の志望学科枠の全学科への拡大

・校長による中学校訪問

・全国の高専で受験可・ 出願

・志願者対策の強化（カレッジガイド、ポスター、公用車／バスラッピング、

広告）

・入試広報、広報物、教育体制などへの学生の積極的参加

３ダイバーシティ化

・女子学生比率、女子学生数は全国高専トップ、女性教員数も全国トップクラス

・帰国生徒の受け入れ実施

・学生の多様化への対応

・シラバス英語版の作成、本科・専攻科授業の英語化の強化、留学生受入、

英語版及び中国語版の更新、学校紹介動画の字幕の多言語化（タイ語・

インドネシア語）

・障害を理由とする差別の解消と、合理的配慮のもとに、様々なニーズに的確に

対応する相談・支援体制の整備

４両キャンパスのワンカレッジ化

・両キャンパス校内行事の統一

・教員・事務職員の互いのキャンパス勤務

・両キャンパスクラブ活動の協力・統合

（野球部、柔道部、吹奏楽部、アントレプレナー研究同好会等）

５内部質保証システム

※内部質保証システムとは、本校の教育・研究等の内部質保証を行い、向上させ、適切な水準にあることを、自らの責

任で説明・証明するために、日常的な改善や年間単位等の改善を段階的に実施するものです。

産学連携授業（ ）

１１ 学学校校ののママネネジジメメンントト

起業家工房で ゴーグルを活用する学生

タイ・ 短期留学生の受け入れ
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・ を活用した危機管理体制による執行部の迅速な対応

・ や連絡網システムを利用した、学生・保護者・教職員への緊急連絡体制の整備

・感染症の発生や荒天時等に備えた遠隔授業体制の整備

・カウンセラー５名、スクールソーシャルワーカー２名雇用による学生相談体制拡充

・防犯カメラ設置による安全安心体制の整備

・ ・本校メールの多要素認証

・学力向上のための、 （ ）を実施、授業での利用

・全学科における 活用による教育の高度化・効率化

・英語力向上のため テストを受験（本科３・４年生、専攻科１年生全員）

・ピアサポートによる学習会、学生寮における学習会

・進学希望者向けの補講、特命フェローによるキャリア教育

・オンライン教材を利用した効果的な自学自習の支援

・外部講師による 研修会

・先端的な教育活動として学識者による特別講演会を保護者後援会の支援により実施

・進学・就職指導室による就職活動の支援

・アセスメントプランに基づく、教育の点検評価（教学マネジメント）

・教員間の授業参観（ピアレビュー）、学生授業アンケートによる授業改善

本校は、学習指導、生活指導、寮生活指導など学校全体として以下の取り組みを行っています。

・教科担当による学力不振学生への補講

・朝のショートホームルームによる学生の健康確認

・ 出席簿による出席状況の共有

・学生・保護者と学校との連絡体制の強化

・学生相談室主導アンケートによるメンタルチェック

・補習、追認試験の実施方法や単位認定基準・進級要件の検討

・各科目の成績分布ヒストグラム、未修得割合、授業アンケートの結果分析による授業改善

教育のグローバル化が進む中、国際教育センターを設置し、積極的に教育の国際化に向けて、以下の取り組みを行って

います。

・授業および海外インターンシップでの学生の海外派遣

・短期および長期の留学生の受入

・グローバル人材育成事業

・高専生の海外活動支援事業

・第 ブロック（東海・北陸・近畿地区）高専の連携による第 ブロック専攻科研究フォーラムへの学生の参加

・研究活動を行う外部資金獲得のための講習会の実施、高専機構のコーディネーター（ ）などによる査読による申

請書類のブラッシュアップの実施、種々の財団助成金等の申請支援

・国立高専最大級（会員数３００超）の本校技術振興会との連携事業の実施や、本校との共催による「とやま

コラボフォーラム」における本校教員と会員企業、本校学生とのネットワーキングの企画

・令和元年度からスタートした、本科１年生全員が技術振興会会員企業の調査・プレゼンテーション作成を行う演習（

）の実施

・富山湾における海洋実習などの地域での学びの機会への参画

２２ 危危機機管管理理体体制制

３３ 学学力力向向上上・・教教育育力力向向上上

４４ 原原級級留留置置者者・・休休学学者者・・退退学学者者数数

５５ 教教育育のの国国際際化化

６６ 研研究究力力向向上上・・地地域域ととのの連連携携
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・教科担当による学力不振学生への補講
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現在の練習船は建造後約３０年が経過し、安全な実習を確保できる設備への更新や、無人化操船やゼロエミッション

船化といっためざましい技術進歩に対応できる高度な人材の育成も求められており、「災害支援機能を有する高等専門

学校練習船整備事業」として、全国の商船系の５高専の練習船が順次更新されています。シリーズ船の 船目となる本

校の若潮丸の代船も、令和 年 月の就航に向けて建造が進んでいます。若潮丸Ⅴ世となる代船は、日本海側唯一の商

船系高専の練習船であり、水中観測装置を揚げ降ろしする フレーム、オンボード操船シミュレーターや電動推進シス

テムなどを備えることが特徴であり、次のような役割を担います。

・船舶職員として必要な知識・技術と汎用的能力を備えた海洋人材の輩出

・ や といった最新の情報技術を基礎としたデジタル技術や、地球環境問題解決に対応できる高度な能力を持つ人

材の育成

・災害時における被災者支援、衛星を用いた携帯電話通信、支援物資の輸送などの多目的な利用

・船舶を有しない大学等の高等教育機関との海洋観測等に関する共同研究・教育や、練習船を利用した企業との共同研

究

・小中学校生を対象とした乗船体験や海洋観測プログラムなどの海洋広報活動

令和元年、本校は統合再編から１０周年を迎え、この機会に統合高専としての新たな同窓会「富山高等専門学校同窓

会」が設立されました。この新同窓会は統合後の卒業生を中心に組織され、旧富山工業高等専門学校の同窓会（ほんご

う会）及び旧富山商船高等専門学校の同窓会（北斗会）と連携を図りながら活動を行うこととし、学校と同窓会の窓口

を一本化しました。

本校同窓会には、式典や運営諮問会議等の学校行事への参画をいただいているとともに、学校への支援・協力をいた

だいています。

・リモート会議利用によるキャンパス間移動の負担軽減・会議資料のペーパーレス化

・契約業務の効率化（両キャンパス一括契約・複数年契約等）

・省エネ喚起、ガス・電気使用状況の毎月報告・見える化

・教員のクラブ活動指導の負担軽減のための課外活動指導員の採用

・デスクネッツを活用した電子決裁・ の導入、押印省略の推進、報告書の提出の効率化

・各種委員会の見直し

・ノー残業デーの導入

７７ ススタターートトアアッッププにに関関連連すするる環環境境・・教教育育ココンンテテンンツツ整整備備

９９ 同同窓窓会会ととのの連連携携

１１００ 業業務務削削減減・・効効率率化化

８８ 練練習習船船 若若潮潮丸丸 代代船船建建造造ププロロジジェェククトト
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本校の教育目標

１１「「専専門門知知識識・・技技術術をを有有しし、、将将来来、、研研究究開開発発ややビビジジネネススををリリーードドすするる能能力力をを有有ししたた人人材材のの育育成成」」

高等専門学校の目的は、「実践的・専門的な知識・技術を有する創造的な人材の育成」です。この目的に沿っ
て、学生の一人ひとりの希望と社会のニーズに適合した人材、特に地域産業界において研究開発やビジネスを
リードできる人材の育成に努めます。

２２「「自自らら考考ええ、、主主張張しし、、行行動動すするる主主体体性性をを有有ししたた人人材材のの育育成成」」

社会で専門知識・技術を活かすには、自分の考えを人に伝え、周囲の協力を得ながら行動することが重要で
す。そのためまず自分の頭で考えることのできる創意工夫の態度を持った人材、さらに主体性を持って行動す
ることのできる人材の育成に努めます。

３３「「豊豊かかなな教教養養とと倫倫理理観観をを有有しし、、他他者者やや地地球球ととのの共共生生のの精精神神をを有有ししたた人人材材のの育育成成」」

研究開発やビジネスをリードするには、技術やビジネスが社会や自然に及ぼす影響や効果を理解し、技術者
やビジネスパーソンが社会に負っている責任について認識することが重要です。そのため、技術者倫理を尊重
し、また自然や地球との共生の精神を持った人材の育成に努めます。

準学士課程（本科）ディプロマポリシー（育てる人材像）

富⼭⾼等専⾨学校は、専⾨知識・技術を有し、将来、研究開発やビジネスをリードする能⼒を有した⼈材の
育成（創意・創造）、⾃ら考え、主張し、⾏動する主体性を有した⼈材の育成（⾃主・⾃律）、豊かな教養と倫
理観を有し、他者や地球との共⽣の精神を有した⼈材の育成（共存・共⽣）を理念としている。本校ではこの
理念に基づいて、以下の卒業認定に必要な能⼒を⾝に付け、各学科が定める学習成果を上げた者に準学⼠の称
号を授与する。

１ 国内外の実社会で活⽤できる科学的基礎知識とリベラルアーツを⾝に付けている。
２ 専⾨基盤知識を修得し、実験・実習および演習・実技を通してその知識を社会実装に応⽤・実践できる。
３ ・データサイエンスに関する情報科学の素養とビジネスの視点を⾝に付け、新たな価値の創造に挑戦で
きる。

４ ⾃分の意⾒を論理的に表現し、周囲と理解・尊重しあうコミュニケーション⼒を⾝に付けている。

専攻科ディプロマポリシー（育てる人材像）

富⼭⾼等専⾨学校は、専⾨知識・技術を有し、将来、研究開発やビジネスをリードする能⼒を有した⼈材の
育成（創意・創造）、⾃ら考え、主張し、⾏動する主体性を有した⼈材の育成（⾃主・⾃律）、豊かな教養と倫
理観を有し、他者や地球との共⽣の精神を有した⼈材の育成（共存・共⽣）を理念としている。富山高等専門
学校専攻科ではこの理念を発展させた以下のような能力と素養を身に付けた学生に修了を認定する。

１ 国内外の多様な社会で活用できる科学的知識とリベラルアーツを身に付けている。
２ 高度な専門知識を修得し、その知識を応用・実践し社会実装できる。
３ 自らの意見を表現するとともに、多様な人々との協働を可能にするコミュニケーション能力を身に付けて
いる。
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教育システムに関する外部（第三者）評価

高等専門学校は、教育研究活動等の状況について、一定期間ごとに文部科学大臣から認証を受けた評価機関による評

価（認証評価）を受けることが義務付けられています。本校では令和４年度に高等専門学校機関別認証評価を受審し、認

定を受けています。また、本校の教育研究活動等の状況を社会に積極的に提供するため、評価報告書（評価結果）及び自

己評価書が大学改革支援・学位授与機構のホームページ上で公表されています。

本校は、６学科に対応する４専攻（エコデザイン工学専攻、制御情報システム工学専攻、国際ビジネス学専攻、及び海

事システム工学専攻）からなる専攻科を設置しています。専攻科の教育システムは５年に一度、大学改革支援・学位授与

機構による審査があり、本校は、「特例適用専攻科」の認定を受けています。これにより、学士の学位取得にあたって必

要な学修成果に関する大学改革支援・学位授与機構での試験が免除されます。

本校では、「エコデザイン工学」教育プログラム（ ）、ならびに「制御情報システム工学」教

育プログラム（ ）の２つの技術者教育プログラムを設置しています。これ

らの技術者教育プログラムは、国際化に対応した技術者教育を行っているとして日本技術者教育認定機構（

）より認定を受けています。これにより、エコデザイン工

学専攻及び制御情報システム工学専攻の修了生は修習技術者と認められ、国家資格「技術士」の第一次試験が免除されま

す。

・「エコデザイン工学」教育プログラム（平成１６年度より認定）

本校の機械システム工学科、電気制御システム工学科、物質化学工学科いずれかの卒業生で専攻科エコデザイン工学

専攻修了生が対象となります。

・「制御情報システム工学」教育プログラム（平成２０年度より認定）

本校の電子情報工学科の卒業生で専攻科制御情報システム工学専攻修了生が対象となります。

商船学科の教育プログラムは、卒業時の海技士資格（国際標準）取得を目指すものとなっており、教育プログラムにつ

いては、５年に一度、国土交通省による審査を受けています。国土交通省は、日本の船舶職員教育機関の教育プログラム

が （ ）条約を満たしていることを審

査・認定し、 国際海事機関 に報告しています。商船学科は、この 条約に基づく資質基準制度により、適正

な船舶職員養成機関として認定されています。

国立高専教育国際標準 ： とは、高専の５年間の本科教育に対して、国際的な

教育の質保証を国内外に明示するものです。本校では、令和５年度に を受審し、認定を受けています。

運営諮問会議は、広範な知識と高い見識を持つ外部の方々から、本校の運営や教育・研究活動、自己点検評価等につ

いて、指導や助言を受けることを目的として開催されています。

１１ 大大学学改改革革支支援援・・学学位位授授与与機機構構にによよるる認認証証評評価価

２２ 大大学学改改革革支支援援・・学学位位授授与与機機構構にによよるる専専攻攻科科にに関関すするる審審査査

３３ （（日日本本技技術術者者教教育育認認定定機機構構））認認定定

４４ 商商船船学学科科のの 教教育育機機関関ととししててのの認認定定審審査査

５５ （（国国立立高高専専教教育育国国際際標標準準））認認定定

６６ 運運営営諮諮問問会会議議にによよるる審審議議・・評評価価
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政府が示したＡＩ戦略２０１９によれば、「数理・データサイエンス・ＡＩ」は、デジタルトランスフォーメーション

（ ）社会の「読み・書き・そろばん」です。

本校では、 社会で活躍する人材の輩出のため、全学科に対して （ ）を導入した

教育を進め、平成２９年度入学生から全学科で、数理・データサイエンス・ＡＩ教育を実施しています。この教育プ

ログラムは、文部科学大臣から「数理・データサイエンス・Ａ

Ｉ教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」に富山県内

で初めて認定されるとともに、令和 年度には全国の大学・高

専のなかの１８校の１つとしてリテラシーレベルプラスに選

定されました。また、令和 年度には学校全体で応用基礎レベ

ルに認定されました。

令和 年度入学生から全学生に対し、リテラシーレベルに加

えて応用基礎レベルの教育プログラムを展開し、「データサイ

エンスⅠ及びⅡ」や「 」を開講するなど、継続的に教

育プログラムの改善、進化に努めています。

数理・データサイエンス・ 教育強化拠点コンソーシアム（２０２４）

７７ 数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス・・ 教教育育ププロロググララムム認認定定
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昭和３９年４月

昭和４４年４月
平成元年４月
平成５年４月

平成６年１０月

平成７年４月

平成１６年４月

平成１７年５月

平成１９年１０月

旧旧 富富山山工工業業高高等等専専門門学学校校

富山工業高等専門学校設置（機
械工学科、電気工学科、工業化学
科）
金属工学科設置
工業化学科を物質工学科に改組
専攻科設置（機械・電気システム
工学専攻、機能材料工学専攻）
富山工業高等専門学校創立３０
周年記念エコテクノロジーに関
するアジア国際シンポジウム
－富山９４開催
金属工学科を環境材料工学科に
改組
独立行政法人移行（独立行政法
人国立高等専門学校機構設置）

（日本技術者教育認定機
構）の認定（「エコデザイン工学」
プログラム）
第１４回エコテクノロジーに関
するアジア国際シンポジウムを
大韓民国 慶熙大学校において
開催（主催：国立高等専門学校機
構 主管：富山工業高等専門学
校）

明治３９年７月
明治４２年４月
昭和１４年８月
昭和１７年１月
昭和１８年１１月
昭和２０年５月
昭和２６年４月
昭和４２年６月

昭和４４年４月

昭和６０年４月

昭和６３年４月

平成８年４月
平成１６年４月

平成１７年４月

平成１８年１０月
平成２１年４月

旧旧 富富山山商商船船高高等等専専門門学学校校

新湊町立新湊甲種商船学校創立
富山県へ移管、富山県立商船学校となる
文部省へ移管、富山商船学校となる
逓信省所管となる
運輸通信省所管となる
運輸省所管となる
文部省へ移管、富山商船高等学校となる
富山商船高等専門学校となる（航海学科、
機関学科）
現在地（新湊市海老江練合）に移転
航海学科１学級増
航海学科２学級を１学級に改組及び情報
工学科を設置
航海学科及び機関学科を商船学科（航海
コース、機関コース）に改組及び電子制
御工学科を設置
国際流通学科設置
独立行政法人移行（独立行政法人国立高
等専門学校機構設置）
専攻科設置（海事システム工学専攻、制
御情報システム工学専攻）
創立１００周年記念式典を挙行

日本技術者教育認定機構 の認
定（「制御情報システム工学」プログラム）

本校の沿革

富富山山高高等等専専門門学学校校

平成２１年１０月

平成２２年４月

平成２７年４月

平成２７年１０月

令和元年６月

令和３年６月

令和４年８月

令和５年３月

令和５年８月

令和６年３月

富山高等専門学校設置（機械システム工学科、電気制御システム工学科、物質化

学工学科、電子情報工学科、国際ビジネス学科、商船学科及び専攻科エコデザイ

ン工学専攻 機械・電気システム工学コース、機能材料工学コース）、制御情報シ

ステム工学専攻、国際ビジネス学専攻、海事システム工学専攻）

新専攻科生（海事システム工学専攻）受入

新学科生、専攻科生受入

専攻科エコデザイン工学専攻（機械・電気システム工学コース、機能材料工学コ

ース）をエコデザイン工学専攻に改組

創立５０周年・創基１１０周年記念式典を挙行

統合１０周年記念式典を挙行

数理・データサイエンス・ 教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）認

定（全学科）

数理・データサイエンス・ 教育プログラム認定制度（リテラシーレベル プ

ラス）選定（全学科）

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構による高等専門学校機関別認証評価

の認定

数理・データサイエンス・ 教育プログラム認定制度（応用基礎レベル）認定

（全学科）

公益社団法人日本工学教育協会による国立高専教育国際標準

： の認定
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２　組織

　組織図

校 長

副 校 長

入試広報センター長

教 務 主 事

研究開発共創センター長

学 生 主 事

国際教育センター長

寮 務 主 事

図書館情報センター長

令和７年４月１日現在

専 攻 科 長
船舶運航センター長

校 長 補 佐
教 学 室 長

学 生 相 談 室 長
機械システム工学科長

修 学 支 援 室 長
電気制御システム工学科長

進学・就職指導室長

物質化学工学科長

技 術 室 長
電子情報工学科長

管 理 課 長

教 務 課 長

学 生 支 援 課 長

実 習 工 場 長
国際ビジネス学科長

商 船 学 科 長

一 般 教 養 科 長

事 務 部 長 総 務 課 長

２　組織

　組織図

校 長

副 校 長

入試広報センター長

教 務 主 事

研究開発共創センター長

学 生 主 事

国際教育センター長

寮 務 主 事

図書館情報センター長

令和７年４月１日現在

専 攻 科 長
船舶運航センター長

校 長 補 佐
教 学 室 長

学 生 相 談 室 長
機械システム工学科長

修 学 支 援 室 長
電気制御システム工学科長

進学・就職指導室長

物質化学工学科長

技 術 室 長
電子情報工学科長

管 理 課 長

教 務 課 長

学 生 支 援 課 長

実 習 工 場 長
国際ビジネス学科長

商 船 学 科 長

一 般 教 養 科 長

事 務 部 長 総 務 課 長
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２　組織

　組織図

校 長

副 校 長

入試広報センター長

教 務 主 事

研究開発共創センター長

学 生 主 事

国際教育センター長

寮 務 主 事

図書館情報センター長

令和７年４月１日現在

専 攻 科 長
船舶運航センター長

校 長 補 佐
教 学 室 長

学 生 相 談 室 長
機械システム工学科長

修 学 支 援 室 長
電気制御システム工学科長

進学・就職指導室長

物質化学工学科長

技 術 室 長
電子情報工学科長

管 理 課 長

教 務 課 長

学 生 支 援 課 長

実 習 工 場 長
国際ビジネス学科長

商 船 学 科 長

一 般 教 養 科 長

事 務 部 長 総 務 課 長

役職者名簿

校長 國　枝　佳　明

副校長 塚　田　　　章 塚　田 章

副校長 森　田　康　文

教務主事・校長補佐 河　合　孝　恵

教務主事・校長補佐 小　熊　　　博 松　原　義　弘

学生主事・校長補佐 宮　﨑　衣　澄

学生主事・校長補佐 日　比　端　洋

寮務主事・校長補佐 岡　根　正　樹 河　合　孝　恵

寮務主事・校長補佐 海老原 毅

専攻科長・校長補佐 阿　蘇 司

校長補佐（研究開発共創担当） 袋　布　昌　幹 塚　田 章

 学科等 森　田　康　文

機械システム工学科長 坂　本　佳　紀 上　堀　博　之

電気制御システム工学科長 百　生　　　登

物質化学工学科長 中　島　栄　次

電子情報工学科長 由　井　四　海 上　堀　博　之

国際ビジネス学科長 岡　本　勝　規

商船学科長 保　前　友　高

　　航海コース主任 向　瀬　紀一郎 浅　見　宏　信

　　機関コース主任 経　田　僚　昭 杉　本　美由紀

一般教養科長・主任 山　本　有　希 増　永　武　夫

　　主任 足　立　繭　子 黒　田　美　穂

矢田部　正　寿

 専攻科

専攻科長 阿　蘇　　　司

　　副専攻科長 白　川　英　観 教職員等数 令和7年5月1日

 入試広報センター

入試広報センター長 横　田　数　弘

　　副センター長 石　田　文　彦

 研究開発共創センター

研究開発共創センター長 袋　布　昌　幹

　　副センター長 的　場　隆　一

 国際教育センター

国際教育センター長 峰　本　康　正

　　副センター長 古　山　彰　一 所属別教員数

 図書館情報センター

図書館情報センター長 吉　川　文　恵

　　副センター長 萩　原　信　吾

 船舶運航センター

船舶運航センター長 亀　井　志　聖

　　臨海実習場長 中　谷　俊　彦

　　練習船若潮丸船長 金　山　恵　美

合 計

練 習 船 若 潮 丸

合 計

電気制御システム工学科

物 質 化 学 工 学 科

電 子 情 報 工 学 科

国 際 ビ ジ ネ ス 学 科

商 船 学 科

一 般 教 養 科

機 械 シ ス テ ム 工 学 科

助 手

小 計

事 務 職 員

技 術 職 員

小 計

助 教

教職員の現員

 事務部

事務部長

　　総務課長

　　管理課長

　　教務課長

　　学生支援課長

校 長

教 授

准 教 授

講 師

 技術室

技術室長

　　技術長

 実習工場

教
員

職
員

学
科
等

 教学IR室

教学IR室長

 学生相談室

学生相談室長

実習工場長

 進学・就職支援室

進学・就職支援室長

 修学支援室

修学支援室長
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3 学科紹介

機械システム工学科

機械システム工学科

教育目標

機械学工学及びメカトロニクスの知識と技術を総合

的に身につけ、機械設計・開発ができる技術者を育

成します。

機械設計・生産、材料、ダイナミクス、エネルギー

計測と制御などの機械システム工学の基礎知識を活

用できる技術者を育成します。

機械工学的に考える能力を身につけ、産業分野だけ

でなく人々の生活で役立つ最先端な機械の設計・開

発へと展開できる創造性・探求心豊かな技術者を育

成します。

機械工学は、人々の生活を豊かにする学問で、自動車やロケットなど輸送機器は

もちろんのこと、スマートフォンや医薬品の製造など、様々な分野でモノづくり

を支えています。モノづくりの基盤となるCAD・CAE（コンピューター支援設

計・解析）だけでなく、これからの社会で不可欠となる制御、プログラミングに

関する知識も講義と実験・実習を通してバランスよく学びます。本学科では幅広

い分野で活躍できる創造的な機械エンジニアを育成します。

本物を追い求め、それを具現化する君たちへ
夢の実現は、いつだって「機械」からはじまる

、
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1　年 2　年 3　年 4　年 5　年

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅡ

メカトロニクス入門

機械製図Ⅰ

機械製図Ⅱ

情報処理

CAD工学

製造と加工Ⅰ

製造と加工Ⅱ

基礎材料工学Ⅰ

基礎材料工学Ⅱ

メカトロニクスⅠ

機械実習Ⅰ

機械設計Ⅰ

機械設計Ⅱ

材料力学Ⅰ

工業力学Ⅰ

工業力学Ⅱ

熱力学Ⅰ

流体工学Ⅰ

機械実習Ⅱ

機械実習Ⅲ

応用物理

応用数学Ⅰ

機械実験Ⅰ

機械実験Ⅱ

メカトロニクスⅡ

基礎研究

AI・MOTⅠ

AI・MOTⅡ

プログラミング

設計制御Ⅰ

設計制御Ⅱ

材料力学Ⅱ

材料力学Ⅲ

機構学

機械力学

計測制御

熱力学Ⅱ

流体工学Ⅱ

応用数学Ⅱ

応用数学Ⅲ

卒業研究

計

インターンシップ

機械システム工学特論

数値解法

生産管理

材料強度学

強度設計

材料工学

振動工学

制御工学

伝熱工学

エネルギー機械

機械工学英語

修得すべき単位数 82単位以上

必

修

科

目

選

択

科

目

備  考
学　年　別　配　当

授   業   科   目
科目
区分

単 位 数
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電気制御システム工学科

電気制御システム工学科

教育目標

電気工学、電子工学やコンピュータ、情報処理に関

連する技術を総合的に学び、創造的な技術開発がで

きる技術者を育成します。

エネルギーや情報通信など幅広い分野で社会を支え

るシステム開発ができる技術者を育成します。

ロボットや人工知能など先端かつ融合的分野で人の

暮らしに役立つ情報システム作りができる技術者を

育成します。

電気、電子や情報通信分野を基礎から先端技術までバランスよく学び、実験・

実習を通して、それぞれの分野にまたがる応用力を身につけた実践的技術者を

育成します。

卒業後は電気技術者・情報技術者、または、それらを融合したロボットや人工

知能などを開発する技術者など社会を支え、人の暮らしを豊かにするスペシャ

リストとしての活躍が期待されます。

ロボット、情報システムからエネルギーまで
―未来を支え創造するエンジニアにー
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1　年 2　年 3　年 4　年 5　年

電気電子基礎

情報処理Ⅰ

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅡ

電気電子基礎工学実験

基礎電気工学

電気回路Ⅰ

電気磁気学Ⅰ

情報処理Ⅱ

プログラミング学Ⅰ

環境・エネルギー実習

電気電子工学実験

電気回路Ⅱ

電気磁気学Ⅱ

電子回路Ⅰ

応用数学Ⅰ

設計製図Ⅱ

電気回路Ⅲ

電気磁気学Ⅲ

電子回路Ⅱ

プログラミング学Ⅲ

情報システム実習

システム工学実験Ⅰ

電気回路Ⅳ

電気磁気学Ⅳ

制御工学Ⅰ

電子工学

技術者倫理

AI・MOTⅠ

AI・MOTⅡ

システム工学実験Ⅱ

システム工学実験Ⅲ

基礎研究

卒業研究

計

設計製図Ⅰ

プログラミング学Ⅱ

エネルギー力学

ロボット力学

信号処理工学Ⅰ

電気機械Ⅰ

信号処理工学Ⅱ

計測工学Ⅰ

ロボティクス設計

情報システム設計

電気工学特講

制御工学Ⅱ

電気機械Ⅱ

応用物理

応用数学Ⅱ

応用数学Ⅲ

AI・機械学習論

インターンシップ

システム工学

電力システム論Ⅰ

ロボット工学Ⅰ

情報システム工学

計測工学Ⅱ

電気材料

電力システム論Ⅱ

ロボット工学Ⅱ

情報通信工学

電気法規・施設管理

AI実践

修得すべき単位数 82単位以上

必

修

科

目

選

択

科

目

備  考
科目
区分

授   業   科   目 単 位 数
学　年　別　配　当
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物質化学工学科

物質の組成・構造・変化について理解し、化学的・生物化学的

に物質を製造する技術者を養成することを目的としています。

主に講義と実験の2本立てで授業を行うことで、確かな知識と

基礎的技術が学べます。

さらにナノマテリアル・生命科学・環境技術等の最先端の知識

と技術を習得することにより、化学・医薬品工学分野で活躍で

きる技術者としての未来が開けます。

物質化学工学科

教育目標

化学を基礎として、機能性物質・材料、環境科学、

生物化学などの幅広い分野及び最先端技術に関する

知識・技術を備え、生涯にわたり最前線で活躍する

技術者を育成します。

多様な考え方を理解する幅広い教養を有し、専門知

識から新たな物質・材料や新技術を創り出すための

判断力と実行力、技術者倫理を備えた創造的な技術

者を育成します。

化学品・医薬品工業をはじめとする地域の重要産業

の発展、さらには環日本海地域及び世界の持続的な

発展に貢献できる技術者を育成します。

化学のおもしろさと出会いながら、
実験を通して確かな技術と知識を

16



1　年 2　年 3　年 4　年 5　年

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅡ

物質化学基礎実験

情報・技術者倫理入門

分析化学実験

有機化学Ⅰ

有機化学Ⅱ

無機化学Ⅰ

分析化学Ⅰ

生物学

有機化学実験

無機化学実験

特別実験

有機化学Ⅲ

分析化学Ⅱ

基礎化学工学

基礎生物化学

物理化学Ⅰ

情報処理Ⅱ

物理化学実験

化学工学実験

生物化学実験

基礎研究

AI・MOTⅠ

AI・MOTⅡ

化学工学Ⅰ

化学工学Ⅱ

生物化学Ⅰ

生物化学Ⅱ

物理化学Ⅱ

機器分析Ⅰ

高分子化学Ⅰ

分子生物学

機器分析実験

環境科学

卒業研究

計

情報処理Ⅰ

無機化学Ⅱ

無機化学Ⅲ

応用数学Ⅰ

応用数学Ⅱ

応用物理Ⅰ

応用物理Ⅱ

有機化学Ⅳ

有機化学Ⅴ

無機化学Ⅳ

物理化学Ⅲ

材料工学

インターンシップ

反応化学工学

応用物理Ⅲ

工業化学

高分子化学Ⅱ

遺伝子工学

応用微生物学

機器分析Ⅱ

生物有機化学

修得すべき単位数 82単位以上

必

修

科

目

選

択

科

目

備  考
科目
区分

授   業   科   目 単 位 数
学　年　別　配　当
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ハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク・システムについて学

び、創造的技術開発に応用できる技術者を育成します。授業では、

画像処理、AI開発や電子回路制作、IoTやネットワーク機器のプロ

グラミングなどを実践的に学びます。将来は、情報処理技術者、

ネットワーク技術者として様々な分野で活躍できます。

電子情報工学科

教育目標

アプリケーションからＡＩまでの総合的なプログラ

ムが設計開発できる技術者を育成します。

センサからインターフェイスを含む電子回路設計が

できる技術者を育成します。

ネットワークを活用してシステム設計ができる技術

者を育成します。

電子情報工学科

電子システムからAI開発まで︕
C言語、Java、Pythonはじめ最先端のコンピュー
タ技術を学び、動かし、世界と繋ぐ
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1　年 2　年 3　年 4　年 5　年

電子情報工学実験ⅠA

電子情報工学実験ⅠB

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅡ

電子情報基礎

基礎電気Ⅰ

基礎電気Ⅱ

プログラミングⅠ

プログラミングⅡ

電子情報工学実験ⅡA

電子情報工学実験ⅡB

電子情報数学Ⅲ

コンピュータシステムⅢ

電子情報工学実験ⅢA

電子情報工学実験ⅢB

電子情報工学実験Ⅳ

基礎研究

AI・MOTⅠ

AI・MOTⅡ

創造工学設計Ⅱ

卒業研究

計

コンピュータシステムⅠ

コンピュータシステムⅡ

電子情報数学Ⅰ

電気回路Ⅰ

電気回路Ⅱ

電子回路Ⅰ

電子回路Ⅱ

プログラミングⅢ

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ

アルゴリズムとデータ構造Ⅱ

電子情報数学Ⅱ

応用物理Ⅰ

応用物理Ⅱ

電気回路Ⅲ

制御工学

電気磁気学Ⅰ

電気磁気学Ⅱ

電子回路Ⅲ

センサ工学

応用数学Ⅰ

応用数学Ⅱ

通信システム

オペレーティングシステム

数値計算

情報理論

創造工学設計Ⅰ

応用物理Ⅲ

インターンシップ

電子システム

コンピュータ計測

電気電子回路

電波工学

ディジタル信号処理

情報ネットワーク

メディア工学Ⅰ

メディア工学Ⅱ

ソフトウェア工学

計算工学

離散数学

応用数学Ⅲ

応用数学Ⅳ

技術英語

修得すべき単位数 82単位以上

必

修

科

目

選

択

科

目

備  考
科目
区分

授   業   科   目 単 位 数
学　年　別　配　当
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国際ビジネス学科

国際ビジネス学科

教育目標

ビジネスに関する専門的な知識を身に付け、活用で

きる人材を育成します。

英語と、もう一つの外国語（中国語・ロシア語）が

使える語学力を身に付けたビジネスパーソンを育成

します。

富山から環日本海へ、そして世界へ
外国語とビジネスの知識を駆使するグローバル
な人材を育てる

国際的なコミュニケーションの基礎となる英語や環日本海諸国語という、

２つの“使える外国語能力”と異文化への寛容性を身につけ、ビジネスに

関する専門的な知識を学びます。さまざまな情報を統合して活用する手法

やプレゼンテーション技術などを養い、環日本海交流の拠点を目指す富山

県を中心として、国際的に活躍し、地域社会や地域産業に貢献できるビジ

ネスパーソンを育成します。
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1　年 2　年 3　年 4　年 5　年

データサイエンスⅠ
データサイエンスⅡ
商学概論Ⅰ
商学概論Ⅱ
会計学概論Ⅰ
会計学概論Ⅱ
経済学概論Ⅰ
経済学概論Ⅱ
経営管理論Ⅰ
経営管理論Ⅱ
法学概論Ⅰ
法学概論Ⅱ
英語演習Ⅰ
英語演習Ⅱ
環日本海諸国語演習Ⅰ（中国語）※

環日本海諸国語演習Ⅰ（ロシア語）※

環日本海諸国語演習Ⅱ（中国語）※

環日本海諸国語演習Ⅱ（ロシア語）※

ビジネスゼミナールⅠ
ビジネスゼミナールⅡ
AI・MOTⅠ
AI・MOTⅡ
経営組織論Ⅰ
経営組織論Ⅱ
民法Ⅰ
卒業研究

計
情報基礎Ⅰ
情報基礎Ⅱ
物流概論Ⅰ
物流概論Ⅱ
情報基礎Ⅲ
情報基礎Ⅳ
原価企画論Ⅰ
原価企画論Ⅱ
管理会計論Ⅰ
管理会計論Ⅱ
環日本海社会経済史Ⅰ
環日本海社会経済史Ⅱ
民法Ⅱ
経営情報Ⅰ
経営情報Ⅱ
マーケティング論
物流管理論
流通論
環日本海社会経済史Ⅲ
環日本海社会経済史Ⅳ
ビジネス英語
時事英語講読
環日本海諸国語演習Ⅲ（中国語）

環日本海諸国語演習Ⅲ（ロシア語）

環日本海諸国語表現Ⅰ（中国語）

環日本海諸国語表現Ⅰ（ロシア語）

環日本海諸国語表現Ⅱ（中国語）

環日本海諸国語表現Ⅱ（ロシア語）

環日本海諸国語表現Ⅲ（中国語）

環日本海諸国語表現Ⅲ（ロシア語）

経営戦略論Ⅰ
経営戦略論Ⅱ
マーケティング戦略論
国際ビジネス論
データベース論
雇用関係法Ⅰ
雇用関係法Ⅱ
国際関係概論
国際物流論
金融論
異文化コミュニケーション論
ビジネス英語演習Ⅰ
ビジネス英語演習Ⅱ
ビジネス環日本海諸国語（中国語）

ビジネス環日本海諸国語（ロシア語）

英語圏異文化実習
環日本海諸国異文化実習
インターンシップ

修得すべき単位数 82単位以上
※環日本海諸国語演習については、中国語あるいはロシア語のいずれかの言語を選択する。

備  考
科目
区分

授   業   科   目 単 位 数
学　年　別　配　当

必

修

科

目

選

択

科

目
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商船学科

商船学科

教育目標

船舶の運航や舶用プラント運用に必要なシーマン

シップを身に付けたグローバルな海技士を育成

海洋をフィールドとしてシステムの開発・構築・管

理ができる技術者を育成

海洋環境を地球規模の視点で考えられるスペシャリ

ストを育成

活躍の舞台は大海原
世界の海で人々の暮らしを支える

「航海コース」と「機関コース」からなる複合学科で、海や船に関

する様々な知識や技術について学び、世界で活躍する船舶職員（航

海士や機関士）を目指します。教室での授業のほか、シミュレータ

や本校練習船での実習によって、船舶運航の理論や基礎技術を学び

ます。また、のべ1年間の大型練習船実習では、実践的な技術を身に

つけながら、日本各地や海外にも寄港します。なお、修業年限は5年

6か月となります。
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1　年 2　年 3　年 4　年 5　年

データサイエンスⅠ
データサイエンスⅡ
機関概論A
機関概論B
海洋基礎実習
航海概論A
校内練習船実習A
航海概論B
電気・電子工学A
電気・電子工学B
船舶基礎力学A
船舶基礎力学B
キャリアデザイン
校内練習船実習B
船舶安全学A
船舶安全学B
電気・電子工学C
電気・電子工学D
AI・MOTⅠ
船舶海洋工学
海事法A
海事応用数学
計測制御工学
流体力学
海事法B

計
インターンシップ
国際海事実習
運用概論A
運用概論B
航海測位論A
航海測位論B
船体管理論A
船体管理論B
航海学ゼミナールA
航法機器A
航海英語A
実験実習A（航海）
校内練習船実習C（航海）
航海測位論C
海上交通法
航海英語B
航海情報システム演習
航海学ゼミナールB
実験実習B（航海）
航法機器B
船体運動学
海洋気象学
海上運送論
海洋科学
実験実習C（航海）
卒業研究（航海）
校内練習船実習D（航海）

計
選択 海事政策論

機械加工実習
内燃機関工学A
内燃機関工学B
工業熱力学A
工業熱力学B
材料力学A
材料力学B
機関英語A
実験実習A（機関）
校内練習船実習C（機関）
内燃機関学
蒸気工学
電機システム
設計製図A
機関学ゼミナール
実験実習B（機関）
蒸気・ガスタービン
舶用補助機械工学
材料学
設計製図B
機関英語B
実験実習C（機関）
卒業研究（機関）
校内練習船実習D（機関）

計
選択 商船運航実務

62単位以上

備  考科目区分

航
海
・
機
関

共
通
科
目

必

修

科

目

選択
科目

修得すべき単位数

授   業   科   目 単 位 数
学　年　別　配　当

必

修

科

目

航

海

コ

ー

ス

必

修

科

目

機

関

コ

ー

ス
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一般教養科

機械システム工学科・電気制御システム工学科 物質化学工学科

1年 年 年 年 年 1年 年 年 年 年

総合国語ⅠA 総合国語ⅠA

総合国語ⅠB 総合国語ⅠB

総合国語ⅡA 総合国語ⅡA

地理 地理

歴史Ⅱ 歴史Ⅱ

公共社会論 公共社会論

基礎数学AⅠ 基礎数学AⅠ

基礎数学AⅡ 基礎数学AⅡ

基礎数学BⅠ 基礎数学BⅠ

基礎数学BⅡ 基礎数学BⅡ

基礎数学Ｃ 基礎数学Ｃ

微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅱ 微分積分学Ⅱ

線形代数Ⅰ 線形代数Ⅰ

線形代数Ⅱ 線形代数Ⅱ

解析学Ⅰ 解析学Ⅰ

解析学Ⅱ 解析学Ⅱ

総合数学 総合数学

確率と統計 確率と統計

物理学ⅠA 物理学ⅠA

物理学ⅠB 物理学ⅠB

物理学ⅡA 物理学ⅡA

物理学ⅡB 物理学ⅡB

物理学Ⅲ 物理学Ⅲ

化学ⅠA 化学ⅠA

化学ⅠB 化学ⅠB

化学ⅡA 化学ⅡA

総合英語Ⅰ 化学ⅡB

総合英語Ⅱ 総合英語Ⅰ

英語表現Ⅰ 総合英語Ⅱ

英語表現Ⅱ 英語表現Ⅰ

英会話Ⅰ 英語表現Ⅱ

英会話Ⅱ 英会話Ⅰ

英会話Ⅱ

総合国語ⅡB

総合国語ⅢA 総合国語ⅡB

総合国語ⅢB 総合国語ⅢA

国語表現 総合国語ⅢB

日本語と文化 国語表現

歴史Ⅰ 日本語と文化

比較社会文化論 歴史Ⅰ

思想文化論 比較社会文化論

現代産業論 思想文化論

数学特講 現代産業論

化学ⅡB 自然 数学特講

保健 保健

体育Ⅰ 体育Ⅰ

体育Ⅱ 体育Ⅱ

体育Ⅲ 体育Ⅲ

体育Ⅳ 体育Ⅳ

体育Ⅴ 体育Ⅴ

音楽 音楽

美術 美術

書道 書道

総合英語Ⅲ 総合英語Ⅲ

総合英語Ⅳ 総合英語Ⅳ

総合英語Ⅴ 総合英語Ⅴ

総合英語Ⅵ 総合英語Ⅵ

英語表現Ⅲ 英語表現Ⅲ

英語演習Ⅰ 英語演習Ⅰ

英語演習Ⅱ 英語演習Ⅱ

その他 英語圏異文化実習 その他 英語圏異文化実習

75単位以上 75単位以上修得すべき単位数

単位数

自

然

外

国

語

計

自

然

外

国

語

計

必

修

科

目

人
文
・
社
会

保
・
体

芸
術

外

国

語

選

択

科

目

人
文
・
社
会

修得すべき単位数

人
文
・
社
会

科目
区分

授   業   科   目
学　年　別　配　当

必

修

科

目

選

択

科

目

自
然

保
・
体

芸
術

外

国

語

　一般教養科には、各分野の一般科目を担当する専任教員を配置し、社会人として必要な教養と専門分野の知識・技術を修得するために必要な基
礎学力を育成します。

人
文
・
社
会

科目
区分

授   業   科   目 単位数備考 備考
学　年　別　配　当
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電子情報工学科 商船学科

1年 年 年 年 年 1年 年 年 年 年

総合国語ⅠA1 総合国語ⅠA1

総合国語ⅠA2 総合国語ⅠA2

総合国語ⅠB 総合国語ⅠB

総合国語ⅡA 総合国語ⅡA

総合国語ⅡB 総合国語ⅡB

総合国語ⅢB 総合国語ⅢB

国語表現 国語表現

地理 地理

歴史Ⅰ 歴史Ⅰ

歴史Ⅱ 歴史Ⅱ

公共社会論 公共社会論

基礎数学AⅠ 基礎数学AⅠ

基礎数学AⅡ 基礎数学AⅡ

基礎数学BⅠ 基礎数学BⅠ

基礎数学BⅡ 基礎数学BⅡ

基礎数学Ｃ 微分積分学Ⅰ

微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ

微分積分学Ⅱ 線形代数Ⅰ

線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ

線形代数Ⅱ 解析学Ⅰ

解析学Ⅰ 解析学Ⅱ

解析学Ⅱ 総合数学

総合数学 確率と統計

確率と統計 物理学ⅠA

物理学ⅠA 物理学ⅠB

物理学ⅠB 物理学ⅡA

物理学ⅡA 物理学ⅡB

物理学ⅡB 物理学Ⅲ

物理学Ⅲ 化学ⅠA

化学ⅠA 化学ⅠB

化学ⅠB 化学ⅡA

化学ⅡA 化学ⅡB

化学ⅡB 基礎科学実験

基礎科学実験 保健

保健 体育Ⅰ

体育Ⅰ 体育Ⅱ

体育Ⅱ 体育Ⅲ

体育Ⅲ 総合英語Ⅰ

総合英語Ⅰ 総合英語Ⅱ

総合英語Ⅱ 総合英語Ⅲ

総合英語Ⅲ 総合英語Ⅳ

総合英語Ⅳ 英語表現Ⅰ

英語表現Ⅰ 英語表現Ⅱ

英語表現Ⅱ 英語表現Ⅲ

英語表現Ⅲ 英会話Ⅰ

英会話Ⅰ 英会話Ⅱ

英会話Ⅱ

総合国語ⅢA

総合国語ⅢA 日本語と文化

日本語と文化 比較社会文化論

比較社会文化論 思想文化論

思想文化論 現代産業論

現代産業論 体育Ⅳ

数学特講Ⅰ 体育Ⅴ

数学特講Ⅱ 音楽

体育Ⅳ 美術

体育Ⅴ 書道

音楽 総合英語Ⅴ

美術 総合英語Ⅵ

書道 英語演習Ⅰ

総合英語Ⅴ 英語演習Ⅱ

総合英語Ⅵ 環日本海諸国語Ⅰ(中国語)

英語演習Ⅰ 環日本海諸国語Ⅰ(ロシア語)

英語演習Ⅱ 環日本海諸国語Ⅱ(中国語)

環日本海諸国語I（中国語） 環日本海諸国語Ⅱ(ロシア語)

環日本海諸国語I（ロシア語） その他 英語圏異文化実習

環日本海諸国語II（中国語） 75単位以上

環日本海諸国語II（ロシア語）

その他 英語圏異文化実習

75単位以上

選

択

科

目

修得すべき単位数

人
文
・
社
会

自

然

保
・
体

外

国

語

必

修

科

目

計

人
文
・
社
会

自
然

保

・

体

芸
術

選

択

科

目 外

国

語

備考
科目
区分

授   業   科   目 単位数
学　年　別　配　当

備考

修得すべき単位数

科目
区分

授   業   科   目 単位数
学　年　別　配　当

計

必

修

科

目

人
文
・
社
会

自

然

保
・
体

外

国

語

人
文
・
社
会

保

・

体

芸
術

外

国

語
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国際ビジネス学科

1　年 2　年 3　年 4　年 5　年
総合国語ⅠA1

総合国語ⅠA2

総合国語ⅠB

総合国語ⅡA

総合国語ⅡB

総合国語ⅢB

国語表現

地理

歴史Ⅰ

歴史Ⅱ

公共社会論

数学ⅠA

数学ⅠB

数学ⅡA

数学ⅡB

数学ⅢA

数学ⅢB

理科ⅠA

理科ⅠB

理科ⅡA

理科ⅡB

保健

体育Ⅰ

体育Ⅱ

体育Ⅲ

総合英語Ⅰ

総合英語Ⅱ

総合英語Ⅲ

英語表現Ⅰ

英語表現Ⅱ

英会話ⅠA

英会話ⅠB

英会話ⅡA

英会話ⅡB

英会話Ⅲ

環日本海諸国語ⅠA(中国語)※

環日本海諸国語ⅠB(中国語)※

環日本海諸国語ⅠA(ロシア語)※

環日本海諸国語ⅠB(ロシア語)※

環日本海諸国語ⅡA(中国語)※

環日本海諸国語ⅡB(中国語)※

環日本海諸国語ⅡA(ロシア語)※

環日本海諸国語ⅡB(ロシア語)※

環日本海諸国語ⅢA(中国語)※

環日本海諸国語ⅢB(中国語)※

環日本海諸国語ⅢA(ロシア語)※

環日本海諸国語ⅢB(ロシア語)※

環日本海諸国語ⅣA(中国語)※

環日本海諸国語ⅣB(中国語)※

環日本海諸国語ⅣA(ロシア語)※

環日本海諸国語ⅣB(ロシア語)※

環日本海諸国語ⅤA(中国語)※

環日本海諸国語ⅤB(中国語)※

環日本海諸国語ⅤA(ロシア語)※

環日本海諸国語ⅤB(ロシア語)※

総合国語ⅠC

総合国語ⅢA

日本語と文化

比較社会文化論

思想文化論

現代産業論

体育Ⅳ

体育Ⅴ

音楽

美術

書道

総合英語Ⅳ

総合英語Ⅴ

総合英語Ⅵ

英会話Ⅳ

英会話Ⅴ

教養基礎

言語学Ⅰ

言語学Ⅱ

75単位以上

※環日本海諸国語については、中国語あるいはロシア語のいずれかの言語を選択する。

単 位 数
学　年　別　配　当

備  考

修得すべき単位数

そ
の
他

科目区分 授   業   科   目

必

修

科

目

選

択

科

目

人
文
・
社
会

保
・

体

芸
術

外
国
語

人
文
・
社
会

自

然

保
・
体

外

国

語

計
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４　専攻科紹介

エコデザイン工学専攻

　専門科目

前期 後期 前期 後期

計測・制御

プログラミング工学

生物工学

力学基礎

工学倫理

技術と環境

環境工学

工業数学

ＭＯＴ入門

インターンシップＡ

インターンシップＢ

インターンシップＣ

エコデザイン工学特論

特別演習

地域産業学

英語ポスター発表

31～34 15～18

エコデザイン工学特別研究Ⅰ

エコデザイン工学特別研究Ⅱ

材料工学特論

振動工学特論

シミュレーション工学特論

流体工学特論

材料機能システム論

精密加工学

熱工学特論

応用システム特論

生産加工学

数値解析

電気回路特論

ロボット工学特論

知的信号処理特論

エネルギー論

電磁波工学

パワーエレクトロニクス特論

エコ電力システム工学特論

電子物性論

薄膜工学

物理化学特論

無機材料特論

複合材料工学

機能性高分子材料

材料機能特論

エコマテリアル特論

精密有機合成化学

生体物質機能概論

食品化学工学

機器分析論

電磁波工学特論　※2 ※２

105～108 38～41

121～124 42～45

※１ 科目担当教員が認めた場合に限り，在籍学年と異なる学年に開講される授業科目を履修することができる
※２ 制御情報システム工学専攻との合同開講科目

一般・専門科目　修得単位　合計

修    得  単    位  専門科目として５４単位以上修得

６２単位以上修得

専門科目開設科目単位計

専

門

科

目

共通科目開設単位計

専

攻

科

目

専攻科目開設単位計

共

通

科

目

　専攻科は、工学系のエコデザイン工学専攻及び制御情報システム工学専攻、人文社会系の国際ビジネス学
専攻、商船系の海事システム工学専攻から成り、幅広い豊かな教養と高度な専門的知識を有する人材を育成
します。

　全ての技術は環境に配慮しなければならないという背景のもと、本専攻では、エンジニアに必要な工学全般の基礎知識と優れた技術
に関する基礎的能力とともに、環境に配慮した技術、すなわちエコテクノロジーを使う能力を身につけさせ、人・地球との共生の精神
を有したグローバルエンジニアとしての役割を理解し、説明できる人材を育成します。

区　分 授   業   科   目

一般・専門科目　開設単位　合計

単 位 数

学 年 別 配 当  ※１

備  考1　年 2　年
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制御情報システム工学専攻 国際ビジネス学専攻

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

技術者倫理・企業倫理 技術者倫理・企業倫理

技術英語 技術英語

応用数学特論 応用数学特論

応用物理学特論 応用物理学特論

数学・物理学演習 数学・物理学演習

国際関係論 国際関係論

情報処理学 情報処理学

生産開発システム 技術経営(ＭＯＴ)論

インターンシップＡ(国内) インターンシップＡ(国内)

インターンシップＢ(国外) インターンシップＢ(国外)

技術経営(ＭＯＴ)論 生産開発システム

港湾実務 港湾実務 　　　 　　　

港湾物流 港湾物流 　　　 　　　

地球科学概論 地球科学概論

衝撃工学 衝撃工学

地域産業学 地域産業学

制御情報システム工学特別研究Ⅰ 国際ビジネス学特別研究Ⅰ

制御情報システム工学特別演習 国際ビジネス学特別演習

制御情報システム工学特別研究Ⅱ 国際ビジネス学特別研究Ⅱ

制御情報システム工学実験 経営管理特論

制御情報システム工学演習 環日本海ビジネス事情

オブジェクト指向プログラミング 環日本海ビジネス演習

計測制御システム工学 数理意思決定論

量子エレクトロニクス 製品開発論

通信工学特論 ビジネス会計論

電磁波工学特論 応用情報処理論

生体情報工学 商業英語

計算工学特論 経営システム分析論

ネットワークシステム工学 経営システム科学論

知能情報処理工学 地域経営特論

電子物性論 ※2 ビジネス創造論

企業論特論

国際ビジネス外書講読

企業と雇用Ⅰ

企業と雇用Ⅱ

地域イノベーション論

経営戦略特論

経済学特論Ⅰ

経済学特論Ⅱ

※　科目担当教員が認めた場合に限り、在籍学年と異なる学年に開講される授業科目を履修すること
ができる

専門科目開設単位数計

一般・専門科目単位数計

修得単位数合計 62単位以上

１　年 ２　年
備

考

62単位以上

１　年 ２　年

　ソフトウェア、電気電子、ネットワークの技術を身に付け、これらを
有機的に結び付けたシステムを設計できるプロフェッショナルエンジニ
アを育成します。

　経営学の高度な専門知識を修得し、実社会で応用できる力を育みま
す。そのうえで科学的知識とリベラルアーツを基盤に、多様な人々と協
働できるコミュニケーション能力を備えた国際的ビジネス人材を育成し
ます。

※２　エコデザイン工学専攻との合同開講科目

※１　科目担当教員が認めた場合に限り、在籍学年と異なる学年に開講される授業科目を履修するこ
とができる

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

専
　
門
　
共
　
通
　
科
　
目

専門共通科目開設単位数

専
　
門
　
専
　
攻
　
科
　
目

専門専攻科目開設単位数

学 年 別 配 当  ※１

区分 授   業   科   目
単
位
数

学 年 別 配 当  ※
備

考

一般・専門科目単位数計

修得単位数合計

専
　
門
　
専
　
攻
　
科
　
目

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

専門共通科目開設単位数

専
　
門
　
共
　
通
　
科
　
目

区分 授   業   科   目
単
位
数

専門専攻科目開設単位数

専門科目開設単位数計

専門科目 専門科目
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海事システム工学専攻 専攻別一般科目

前期 後期 前期 後期

言語と文化

歴史と文化

学期D 学期A 学期B 学期C 思想と文化

技術者倫理・企業倫理 環境社会学

技術英語 英語Ⅰ

応用数学特論 英語Ⅱ

応用物理学特論 英語コミュニケーションⅠ

数学・物理学演習 英語コミュニケーションⅡ

国際関係論

情報処理学

生産開発システム

インターンシップＡ(国内)

インターンシップＢ(国外)

港湾実務 前期 後期 前期 後期

港湾物流 英語特論Ⅰ

地球科学概論 英語特論Ⅱ

技術経営(ＭＯＴ)論 応用英語

衝撃工学 　　　 日本語・日本文学

地域産業学 地域社会研究

健康科学

海事システム工学特別研究Ⅰ 産業特論

海事システム工学特別演習 環日本海文化論

海事システム工学特別研究Ⅱ

海事システム工学実験

海事システム工学演習

舶用制御システム

ナビゲーション・システム 前期 後期 前期 後期

輸送機器デザイン 英語特論Ⅰ

海洋施設環境・情報工学 英語特論Ⅱ

熱機関工学特論 応用英語

タービン特論 　　　 　　　 日本語・日本文学

海事安全学特論 地域社会研究

流体工学特論 健康科学

海上労働法 産業特論

伝熱工学特論 環日本海文化論

学期D 学期A 学期B 学期C

英語特論Ⅰ

英語特論Ⅱ

応用英語

日本語・日本文学

地域社会研究

健康科学

産業特論

環日本海文化論

※　科目担当教員が認めた場合に限り、在籍学年と異なる学年に開講される授業科目を履修することができる

海
事
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

一
　
般
　
科
　
目

一般科目開設単位数

授   業   科   目
単
位
数

学 年 別 配 当  ※
備

考
１　年 ２　年

一般・専門科目単位数計

修得単位数合計 62単位以上

修　得　単　位　　　一般科目として８単位以上修得

区分 授   業   科   目
単
位
数

学 年 別 配 当  ※
備

考
１　年 ２　年

エ
コ
デ
ザ
イ
ン
工
学
専
攻

一
　
般
　
科
　
目

一
　
般

外
　
国
　
語

一般科目　開設単位　小計

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
専
攻

一
　
般
　
科
　
目

一般科目開設単位数

区分

単
位
数

学 年 別 配 当  ※
備

考
１　年 ２　年

制
御
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

一
　
般
　
科
　
目

一般科目開設単位数

区分 授   業   科   目

区分 授   業   科   目
単
位
数

学 年 別 配 当  ※
備

考

１　年 ２　年

専門科目開設単位数計

備

考
１　年 ２　年

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

専
　
門
　
共
　
通
　
科
　
目

専門共通科目開設単位数

専
　
門
　
専
　
攻
　
科
　
目

専門専攻科目開設単位数

　船舶運航及びこれを支える海事技術を深く体系的に学び、船舶や船
用機器、物流に関する新しいシステムを創成できる人材を育成しま
す。

区分 授   業   科   目
単
位
数

学 年 別 配 当  ※

専門科目
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５　教員名簿

　機械システム工学科

職　名 学　位 氏　名 本 年 度 担 当 科 目

井　上 誠 材料工学

岡　根　正　樹 工業力学Ⅰ、Ⅱ、材料力学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ
強度設計

坂　本　佳　紀 AI・MOTⅠ、メカトロニクスⅡ
プログラミング、機械システム工学特論

白　川　英　観 熱力学Ⅰ、Ⅱ、流体工学Ⅰ、応用数学Ⅰ、Ⅱ
数値解法、伝熱工学

吉　川　文　恵 計測制御、エネルギー機械、情報処理
データサイエンスⅡ、機械システム工学特論

石　黒　　　農 CAD工学、製造と加工Ⅱ
メカトロニクスⅠ、AI・MOTⅡ

喜　多　正　雄 基礎材料工学Ⅰ、Ⅱ、応用物理

田　尻　智　紀 メカトロニクスⅠ、応用数学Ⅲ、設計制御Ⅰ
機構学、制御工学、計測制御

増　山　圭　一 材料強度学、機械製図Ⅰ、Ⅱ

山　本　久　嗣 データサイエンスⅠ、流体工学Ⅱ

趙 巍 振動工学、機械力学、機械工学英語
Zhao　Wei

畠　山　潤　平 設計制御Ⅱ、生産管理、メカトロニクスⅡ

佐　瀬　直　樹 メカトロニクス入門、機械設計Ⅰ
製造と加工Ⅰ

髙　橋　勝　彦 機械設計Ⅱ

　電気制御システム工学科

職　名 学　位 氏　名 本 年 度 担 当 科 目

石　田　文　彦 データサイエンスⅠ、AI・MOT Ⅰ、Ⅱ、AI実践
環境・エネルギー実習、情報システム工学

佐　藤　圭　祐 電気電子基礎、情報処理Ⅱ
電気機械Ⅰ、Ⅱ、電力システム論Ⅱ

高　田　英　治 電気電子基礎、計測工学Ⅰ、Ⅱ
Takada　Eiji システム工学

古　川　裕　人 電気回路Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、電子回路Ⅰ
基礎電気工学、電気法規・施設管理

百　生　　　登 エネルギー力学、電力システム論Ⅰ
計測工学Ⅱ、制御工学Ⅱ、ロボット工学Ⅰ、Ⅱ

井　澤　正　樹 設計製図Ⅰ、Ⅱ、ロボット力学
制御工学Ⅰ、応用数学Ⅲ

金　子　慎一郎 データサイエンスⅠ、情報処理Ⅰ
プログラミング学Ⅰ、Ⅱ、ロボティクス設計

准　教　授

教 授

教 授

教 授

教 授

准　教　授

助 教

助 教

嘱 託 教 授

嘱 託 教 授

教 授

准　教　授

准　教　授

准　教　授

准　教　授

准　教　授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

博　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

修　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

修　士（工　学）

博士（情報科学）

博　士（工　学）

修　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）
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職　名 学　位 氏　名 本 年 度 担 当 科 目

北　村　拓　也 プログラミング学Ⅲ、情報システム設計

AI・機械学習論

多　田　和　広 電気磁気学Ⅱ、Ⅲ、電子工学

電気材料

西　島　健　一 技術者倫理、電気磁気学Ⅳ
電気工学特講

藤　﨑　明　広 電気磁気学Ⅰ、信号処理工学Ⅰ
応用数学Ⅰ、Ⅱ、応用物理

太　田 守 データサイエンスⅡ、電子回路Ⅱ
電気回路Ⅳ、信号処理工学Ⅱ、情報通信工学

　物質化学工学科

職　名 学　位 氏　名 本 年 度 担 当 科 目

河　合　孝　恵 物理化学Ⅰ、Ⅲ
情報処理Ⅱ

篠　﨑　由紀子 分子生物学、応用微生物学
生物学、基礎生物化学、遺伝子工学

袋　布　昌　幹 材料工学、環境科学

中　島　栄　次 基礎化学工学、反応工学工学、化学工学Ⅰ
情報・技術者倫理入門、データサイエンスⅠ

峰　本　康　正 化学工学Ⅱ
AI・MOTⅠ、応用数学Ⅰ、Ⅱ

迫　野　奈緒美 無機化学Ⅰ、物理化学Ⅱ
データサイエンスⅡ

高　松　さおり 情報・技術者倫理入門、分析化学Ⅰ

福　田　知　博 有機化学Ⅰ、情報処理Ⅰ、AI・MOTⅠ
高分子化学Ⅰ

間　中　　　淳 分析化学Ⅱ、無機化学Ⅳ
機器分析Ⅰ

山　岸　正　和 有機化学Ⅱ、無機化学Ⅰ、機器分析Ⅱ
データサイエンスⅡ、AI・MOTⅡ

後　藤　道　理 生物化学Ⅰ、Ⅱ

高　廣　政　彦 材料工学、高分子化学Ⅱ

津　森　展　子 化学ⅠＡ、ⅠＢ、ⅡＡ、ⅡＢ
無機化学Ⅱ、Ⅲ、工業化学

准　教　授

博　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

嘱 託 教 授

准　教　授

准　教　授

准　教　授

准　教　授

嘱 託 教 授

嘱 託 教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

准　教　授

准　教　授

准　教　授

准　教　授

助 教

博　士（理　学）

博　士（工　学）

博　士（農　学）

博　士（薬　学）

工 　学 　博 　士

博　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（理　学）

博　士（工　学）

博　士（理　学）

博　士（工　学）

博　士（農　学）

博　士（工　学）

博士 (マテリアルサイエンス)

博　士（工　学）
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　電子情報工学科

職　名 学　位 氏　名 本 年 度 担 当 科 目

阿　蘇 司 プログラミングⅢ、アルゴリズムとデータ構造Ⅰ
通信システム、情報ネットワーク

小　熊　      博 通信工学特論、制御工学
ディジタル信号処理

塚　田 章 電気回路Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

古　山　彰　一 創造工学設計Ⅰ、アルゴリズムとデータ構造Ⅱ
数値計算、計算工学

由　井　四　海 応用物理Ⅰ、Ⅱ、センサ工学
コンピュータ計測

秋　口　俊　輔 オペレーティングシステム、プログラミングⅡ
コンピュータシステムIⅠ、Ⅱ、Ⅲ

伊　藤 尚 応用物理Ⅲ、電子情報数学Ⅱ・Ⅲ
電子システム、電気電子回路

早　勢　欣　和 データサイエンスⅠ、情報理論
ソフトウェア工学、離散数学

的　場　隆　一 応用数学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ
技術英語、プログラミングⅠ

山　口　晃　史 基礎電気Ⅰ、Ⅱ、電子情報数学Ⅰ
電子回路Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、電子情報基礎

滝　沢　雅　明 ＡＩ・ＭＯＴⅠ、Ⅱ、創造工学設計Ⅱ
データサイエンスⅠ、Ⅱ

水　本　　　巌 電子情報工学実験ⅠB、Ⅳ

門　村　英　城 プログラミングⅡ
アルゴリズムとデータ構造Ⅰ、Ⅱ

椎　名 徹 メディア工学Ⅰ、Ⅱ、電波工学
電気磁気学Ⅰ、Ⅱ

　国際ビジネス学科

職　名 学　位 氏　名 本 年 度 担 当 科 目

海老原　　　毅
環日本海諸国語ⅢA、ⅢB（中国語）、
環日本海諸国語演習Ⅰ、Ⅱ (中国語)、

環日本海諸国語表現Ⅰ、Ⅱ（中国語）、
ビジネス環日本海諸国語（中国語）

岡　本　勝　規 環日本海社会経済史Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ
ビジネスゼミナールⅠ、Ⅱ、国際関係概論

松　原　義　弘 民法Ⅰ、Ⅱ
雇用関係法Ⅰ、Ⅱ、法学概論Ⅰ、Ⅱ

宮　﨑　衣　澄

宮　重　徹　也 経営組織論Ⅰ、Ⅱ、経営戦略論Ⅰ、Ⅱ
経営管理論Ⅰ、Ⅱ

塩　見　浩　介 会計学概論Ⅰ、Ⅱ、管理会計論Ⅰ、Ⅱ
原価企画論Ⅰ、Ⅱ

教 授

教 授

教 授

教 授

准　教　授

講 師

嘱 託 教 授

嘱 託 助 手

特 命 教 授

教 授

准　教　授

准　教　授

准　教　授

准　教　授

准　教　授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

博　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

修　士（工　学）

博士（情報科学）

修　士（工　学）

博　士（理　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

博士（情報科学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

博　士（工　学）

修　士（学　術）

修　士（文　学）

修　士（工　学）

環日本海諸国語表現Ⅰ、Ⅱ (ロシア語)、
環日本海諸国語演習Ⅰ、Ⅱ (ロシア語)、
ビジネス環日本海諸国語 (ロシア語)

博士 (マネジメント)

修　士（経済学）

博士（言語文化学）

博　士（学　術）
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職　名 学　位 氏　名 本 年 度 担 当 科 目

萩　原　信　吾 経営情報Ⅰ、Ⅱ、情報基礎Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ
AI･MOTⅠ、データサイエンスⅠ、Ⅱ

村　山　雅　子 物流概論Ⅰ、Ⅱ、データベース論
物流管理論、国際物流論

北　井　翔　子 英語演習Ⅰ、Ⅱ、時事英語講読、ビジネス英語
ビジネス英語演習Ⅰ、Ⅱ、異文化コミュニケーション論

邢　 雪　歌 経済学概論Ⅰ、Ⅱ
国際ビジネス論、金融論

田　嶋　雄　太 商学概論Ⅱ、流通論、マーケティング論
マーケティング戦略論、AI･MOTⅡ

長谷川　　　博 産業特論、国際ビジネス学特別演習
国際ビジネス学特別研究Ⅱ

　商船学科

職　名 学　位　等 氏　名 本 年 度 担 当 科 目

亀　井　志　聖 航海測位論A、船舶安全学A、B
運用概論A、B

中　谷　俊　彦 航海概論Ａ、Ｂ、航法機器A、Ｂ
航海英語A

保　前　友　高 船舶基礎力学A、B
材料力学A、B

準 　　学 　　士 松　村　茂　実 蒸気・ガスタービン
一級海技士（機関） 商船運航実務

向　瀬　紀一郎 船舶海洋工学、キャリアデザイン、データサイエンスⅡ
電機システム、海事応用数学、船舶工学Ⅱ、船体運動学

博　士（工　学） 経　田　僚　昭 電気・電子工学A、B、キャリアデザイン
三級海技士（機関） 工業熱力学Ａ、Ｂ、流体力学

福　留　研　一 海洋気象学、海洋気象論Ⅱ
海洋科学、データサイエンスⅡ、AI・MOTⅠ

山　田　圭　祐 機関概論Ａ、内燃機関工学A、B
内燃機関学

学　士（商船学） 小　林 大 機関英語A、Ｂ、機関概論B
一級海技士（機関） データサイエンスⅠ

博　士（工　学） 村　田　光　明 海上交通法、海上交通論Ⅱ、海運論
三級海技士（航海） 航海英語A、海事政策論、海上運送論

清　野　義　敬 データサイエンスⅠ、電気・電子工学A、B、Ｃ、Ｄ
計測・自動制御工学Ⅰ、Ⅱ、計測制御工学

修 士（海事科学） 布　目　明　弘 航海測位論B、C、船体管理論B、海事法Ａ
一級海技士（航海） 航海英語B、Ⅱ

博　士（工　学）
三級海技士（航海）

博　士（工　学）

博　士（理　学）

博　士（工　学）

博　士（理　学）

博　士（工　学）

博　士（理　学）

修士（経営情報学）

学　士（文　学）

博士（情報科学）

博　士（工　学）

MA （TESOL）

博　士（経済学）

准　教　授

准　教　授

講 師

講 師

助 教

嘱 託 教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

講 師

助 教

助 教

教 授

准　教　授

准　教　授

准　教　授

講 師
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　練習船若潮丸

職　名 学　位　等 氏　名 本 年 度 担 当 科 目

準 　　学 　　士 金　山　恵　美 校内練習船実習A、Ｂ、Ｃ、Ｄ
二級海技士（航海） 海事法Ｂ

博　士（工　学） 山　谷　尚　弘 校内練習船実習Ａ、Ｂ、Ｃ、D、蒸気工学
一級海技士（機関） 舶用補助機械工学

準 　　学 　　士 森　井　直　人 運用概論A、B
三級海技士（航海）

準 　　学 　　士 池　野　一　成 設計製図Ａ、Ｂ
二級海技士（機関）

　一般教養科

〔〔本本郷郷キキャャンンパパスス〕〕
職　名 学　位 氏　名 本 年 度 担 当 科 目

足　立　繭　子 国語表現、総合国語ⅡA、ⅡB、ⅢA、ⅢB
日本語と文化

高　越　義　一 総合英語Ⅰ、Ⅵ

日　比　端　洋 体育Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅴ

宮　崎　真　矢 地理、公共社会論
現代産業論、思想文化論

森　田　康　文 化学ⅠＡ、ⅠＢ、ⅡＡ、ⅡＢ
生物有機化学、基礎生物化学

紙　谷　　　智 総合英語Ⅱ、英語演習Ⅰ、Ⅱ

河　合　　　恒 総合国語ⅠA、ⅠB、ⅢA、ⅢB
日本語と文化

河　原　　　治 総合数学、解析学Ⅰ、Ⅱ
基礎数学Ｃ

豊　嶋　剛　司 物理学ⅠＡ、ⅠＢ 、ⅡＡ、ⅡＢ、Ⅲ

横　山　恭　子 比較社会文化論、歴史Ⅰ、Ⅱ

奥　村　直　哉 地理、公共社会論
現代産業論、思想文化論

陳 璐 英語表現Ⅱ、総合英語Ⅲ
英語演習Ⅰ、Ⅱ

中　村　祐太郎 体育Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ
保健

臼　井　聖　人 基礎数学AⅠ、AⅡ、C
総合数学

講 師

講 師

助 教

准　教　授

准　教　授

准　教　授

准　教　授

講 師

教 授

教 授

教 授

教 授

准　教　授

船　長・准教授(特任教授)

機関長・准教授(特任教授)

一等航海士・助教

一等機関士・助教

教 授

修　士（学　術）

修士（スポーツ科学）

博　士（史　学）

修　士（農　学）

博　士（学　術）

修　士（文　学）

修　士（体育学）

文 　学 　修 　士

修　士（教育学）

博　士（理　学）

修　士（文　学）

博　士（文　学）

修　士（工　学）

博　士（工　学）
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〔〔射射水水キキャャンンパパスス〕〕
職　名 学　位 氏　名 本 年 度 担 当 科 目

寺　﨑　由紀子 化学ⅠＡ、ⅠＢ、ⅡA、ⅡB
理科ⅠＡ、ⅠＢ、ⅡＡ、ⅡB

修　士（経済学） 横　田　数　弘 歴史Ⅱ、比較社会文化論

修　士（教育学） 現代産業論、公共社会論

大　竹　由記子 物理学ⅠＡ、ⅠＢ 、ⅡＡ、ⅡＢ、Ⅲ
線形代数Ⅱ

大　橋　千　里 体育Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ
保健

近　藤　周　吾 総合国語ⅠＡ１、ⅠA２、ⅠB、ⅡB、ⅢA、ⅢB
言語学Ⅰ、Ⅱ、国語表現、日本語と文化

櫻　井　秀　人 基礎数学AⅠ、AⅡ、解析学Ⅰ、Ⅱ、
確率と統計、数学特講Ⅰ、Ⅱ、総合数学

修士（英語教育） 山　村　啓　人 英語演習Ⅰ、Ⅱ、英語表現Ⅰ、Ⅱ

MA（　ELT　） 総合英語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅵ、教養基礎

山　本　有　希

大場　エリザベス 英会話Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、ⅠA、ⅠB、ⅡA、ⅡB

金　本　英　朗 英語表現Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、総合英語Ⅱ、Ⅳ、Ⅴ
教養基礎

林 直　人 体育Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ
教養基礎

山　下　龍　生 解析学Ⅰ、Ⅱ、確率と統計
微分積分学Ⅰ、Ⅱ、基礎数学BⅠ、BⅡ、C

内　記　大　地 英語表現Ⅰ、総合英語Ⅰ、Ⅱ

三　輪　大　樹 総合国語ⅠA２、ⅡA、ⅡB

星　野　朱　美 環日本海諸国語ⅠＡ、ⅠB、ⅡＡ、ⅡB、ⅣA、
ⅣB、ⅤA、ⅤB(中国語）

講 師

講 師

助 教

助 教

嘱 託 教 授

准　教　授

准　教　授

准　教　授

講 師

講 師

教 授

教 授

准　教　授

准　教　授

准　教　授

環日本海諸国語Ⅰ、ⅠA、ⅠB、Ⅱ、ⅡA、ⅡB、
ⅢA、ⅢB、ⅣA、ⅣB、ⅤA、ⅤB（ロシア語）
教養基礎

博　士（工　学）

博　士（理　学）

博　士（理　学）

修　士（体育学）

修　士（文　学）

博　士（理　学）

MA（Applied
Linguistics）

教職修士（専門職）

修　士（学　術）

修　士（教育学）

修　士（教育学）

修　士（文　学）

博　士（理　学）
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現在少子化が社会問題化しており、中学卒業人口も年々減少しています。そのような中、中学生、保護者、中学校教諭

及び社会に本校を広く正しく知っていただき、本校志願者数増加及び本校のアドミッションポリシーに合致した入学生を

より多く受け入れることを、本センターのミッションとしています。このようなミッションを達成すべく、中学生向け本

校紹介パンフレット カレッジガイド の作成、夏季・秋季オープンキャンパス、進学

個別相談会などの運営、各中学校で開催される高校説明会への参加などを行ってい

ます。さらに、本校の活動を広く県内外に知っていただくため、本校ホームページの

管理運営などを行っています。また、本校学生及び保護者向けの活動として、高専通

信の作成を行っています。

７ 研究開発共創センター

研究開発共創センターは、これまで本校が進めてきた教職員の研究力向上を通した教育・地域社会への還元をワンスト

ップで行うことを目的に、令和 年 月に新たに設置されたセンターです。

本校は全国高専でも教職員の研究力に裏付けられた科学研究費（科研費）の採択件数が多く、地域産業との連携で進め

られている共同研究・委託研究の件数については全国高専トップレベルの実績を有しています。また富山県内のみならず

北海道から沖縄まで をこえる企業等の会員から構成された全国高専最大規模である本校技術振興会の支援のもと、

教育研究の高度化の取り組みを進めてきました。

これらはすべて本校の教育の高度化、地域の発展への貢献に資するものであり、本センターではその持続的発展を目的

に以下の事業を進めていきます。

（ ）本校の教職員の研究力向上を、他高専・大学・諸機関との連携で進めていくための取り組み

（ ）科学研究費のみならず種々の事業などへの積極的な申請支援などを通した研究の推進に資する研究費の獲得支援

（ ）日本海側最大規模の工業立県である富山県の地域環境を最大限に活かした、産学・地域連携の強化、協働教育などを

通した教育の高度化への展開

（ ）産学官コーディネーター、技術振興会のネットワークを活用した、産業界と本校教職員との連携強化

（ ）フォーラム開催などを通した連携の場の企画・運営

（ ）研究と教育、社会への貢献を三位一体と捉え、それらの高度化に資する活動

個別進学相談会の様子

企業訪問による意見交換 とやま コラボフォーラム講演の様子

６ 入試広報センター
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現在少子化が社会問題化しており、中学卒業人口も年々減少しています。そのような中、中学生、保護者、中学校教諭
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ます。さらに、本校の活動を広く県内外に知っていただくため、本校ホームページの

管理運営などを行っています。また、本校学生及び保護者向けの活動として、高専通
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７ 研究開発共創センター

研究開発共創センターは、これまで本校が進めてきた教職員の研究力向上を通した教育・地域社会への還元をワンスト

ップで行うことを目的に、令和 年 月に新たに設置されたセンターです。

本校は全国高専でも教職員の研究力に裏付けられた科学研究費（科研費）の採択件数が多く、地域産業との連携で進め

られている共同研究・委託研究の件数については全国高専トップレベルの実績を有しています。また富山県内のみならず

北海道から沖縄まで をこえる企業等の会員から構成された全国高専最大規模である本校技術振興会の支援のもと、

教育研究の高度化の取り組みを進めてきました。

これらはすべて本校の教育の高度化、地域の発展への貢献に資するものであり、本センターではその持続的発展を目的

に以下の事業を進めていきます。

（ ）本校の教職員の研究力向上を、他高専・大学・諸機関との連携で進めていくための取り組み

（ ）科学研究費のみならず種々の事業などへの積極的な申請支援などを通した研究の推進に資する研究費の獲得支援

（ ）日本海側最大規模の工業立県である富山県の地域環境を最大限に活かした、産学・地域連携の強化、協働教育などを

通した教育の高度化への展開

（ ）産学官コーディネーター、技術振興会のネットワークを活用した、産業界と本校教職員との連携強化

（ ）フォーラム開催などを通した連携の場の企画・運営

（ ）研究と教育、社会への貢献を三位一体と捉え、それらの高度化に資する活動

個別進学相談会の様子

企業訪問による意見交換 とやま コラボフォーラム講演の様子

６ 入試広報センター

グローバル化によって、これまで築いてきた社会システムも変化を余儀なくされています。日本企業も、内需減少や国

際情勢の変化に対応するため、グローバル化を推し進めています。このような情勢の中、経済発展の著しい新興国との間

でビジネスを展開することと、未開拓の海外市場を開拓することが当たり前となっているほか、海外での事業所や製造拠

点を設置し、運営することが必須となっていることからグローバルな観点での地域社会をリードする人材が求められてい

ます。

このような状況を受けて、全国の高専では、従来から取り組んできた創造的な技術者・ビジネスパーソンの育成に加え、

国際性を培う教育に傾注してまいりました。この取り組みは、海外の異なる文化を持つ人々を理解し、双方向にコミュニ

ケーションできる人材、協調しつつ自己の主張を明確に行うことのできる人材、持続可能な社会の発展に寄与できるグロ

ーバル人材を高専で育てていこうという試みです。もちろん、本校でも、次代のリーダーに相応しい、喫緊の課題に真正

面から向き合うことのできる技術者やビジネスパーソンを育成していこうと、さまざまな活動を実施しています。

本校の国際教育センターは、社会的なグローバル人材を育成する活動を支援する拠点組織として整備され、意欲的な取

り組みを行っています。特に、世界的視野と国際社会に通用する国際性やコミュニケーション能力を持った学生を育成す

ること、教職員の国際性向上を図ることを目的に、教育や研究における一層の国際化を推進しています。具体的には、海

外からの留学生の受け入れを積極的に行い、学内で異なるバックグラウンドを持つ学生とコミュニケーションできるよう

にしています。また、日本人学生の語学研修や海外インターンシップへの支援を積極的に行っています。さらに学術交流

協定を締結した海外の大学と連携して、学生のみならず教職員を交流できる環境を作り出しています。当センターでは、

地域に根ざしつつ、国際的な視野を持った専門性の高い人材の輩出に貢献したいと念願しています。

タイ短期留学生のウェルカムパーティー

研究する留学生 研究発表会

８ 国際教育センター
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図書館

本郷キャンパス 射水キャンパス

図書館閲覧室

図書館情報センター外観

第1演習室

図書館閲覧室

図書館情報センター外観

第1情報演習室

 

 

 

 

 

 

 

 

　  

　  

 

開 館 日 程 等

学
業
期
間

休
業
期
間

本郷図書館 射水図書館

月曜～金曜

8：30～21：00

土曜

10：00～15：00

試験期間中

10：00～17：00

月曜～金曜

8：30～17：00

土曜　休館

月曜～金曜

8：30～19：00

土曜

13：00～17：00

月曜～金曜

8：30～17：00

土曜　休館

情報センター
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＇

　船舶運航センターは、岸壁等施設や舟艇等設備の管理を行う「臨海実習場」と、船員養成のための実習訓練や研
究支援、地域連携支援を行う「練習船　若潮丸」からなる組織です。また、富山県および射水市と災害時における
被災者救援のための船舶運航についての協定を締結しています。

臨海実習場
　敷地面積は11,232平方メートルで、建物として艇庫、臨海合宿研修所、油庫、検潮観測室、設備としてアンテ
ナ塔、天井クレーン、150メートルの専用岸壁（練習船若潮丸を係留）、ポンド、浮桟橋などを備えています。

教育・訓練および研究支援などに利用するほか、全校のカッターレース大会や、ヨット部、漕艇部（カッタ一
部）などの課外活動に活用されています。また、地元地域の青少年や市民に開放する公開講座、企業や研究機関な
どの研究調査にも利用されています。
　艇庫には小型舟艇の保管スペース、講義室および技業室が配置され、船舶職員として必要な技能訓練を行うほ
か、実習・訓練用機材や海洋観測機材を保管し、商船学科の教育・訓練に必要な模型なども陳列しています。

所在地
〒933-0226 射水市堀江千石6番4

（現在地に平成27年3月13日移転）
　射水キャンパスの西方3kmの富山新港（伏木
富山新港新港地区）東端の、北陸電力　富山新港
火力発電所の東端に位置しています。

　練習船　若潮丸は大型船と同等の運航システムを装備しており、商船学科学生の船舶職員養成に必要な航海実習
を行うだけでなく、海洋気象観測の調査研究や他機関との共同研究を行っています。また、公開講座やオープン
キャンパスを開催し、地域の市民の方々や子供たちの航海体験を通して、海の魅力と船舶の安全についての理解を
深める活動を行っています。
　船側外板のブルーラインは本州を、ブルーの突起が能登半島を意味し、船体中央に本校が位置する構図で船体を
印象付けています。

資格　　　　︓近海区域 第4種船
主要寸法　　︓全長53.59m 幅10.00m
総トン数　　︓231トン
航海速力　　︓12.50ノット
航続距離　　︓2,700海里
主機関　　　︓中速ディーゼルエンジン

1,300ps×390rpm　1基
主機プロペラ　4翼可変ピッチ
バウスラスター　　1台
スタンスラスター　1台

最大搭載人員︓乗組員9名  教員3名  学生44名　計56名
竣工年月日　︓平成7年9月14日

臨海実習場の管理舟艇
・わかしお3号（実習船）

主要寸法　　︓全長8.93m 幅2.38m 総トン数2.8トン
連続最大出力︓170kW
最大搭載人員︓船員1名　その他8名　計9名
就航年月日　︓令和5年2月22日

臨海実習場

練習船　若潮丸

・らいちょう（電池推進船）
主要寸法　　︓全長9.95m 幅2.75m 総トン数6.0トン
速力　　　　︓10.0ノット
最大搭載人員︓船員2名　その他10名　計12名
就航年月日　︓令和4年5月24日
・その他
（実習艇）
　ペガサス　全長6.27ｍ　幅2.31m　総トン数1.3トン
　いそなみ　全長5.35m　幅1.77m　総トン数0.5トン
（救助艇）
　ちどり　全長3.78m　総トン数0.4トン

＇練習船 若潮丸

（全閉囲型救命艇）
　ジュピター　全長5.74m　総トン数3.1トン
（端艇）
　9m　カッター　3艇

10　船舶運航センター
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11　学生生活

　学校行事

　学生会組織図
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本本郷郷キキャャンンパパスス 射射水水キキャャンンパパスス

学
生
総
会

総
会

評
議
会

評
議
会

役
員
会

・北陸地区高専体育大会 ・県内工場見学・企業見学(射水)
・ロボットコンテスト
・スポーツ大会

・学力入試
・学年末試験
・卒業研究発表会

・カッターレース大会
・前期未試験

・企業研究会
・後期中間試験
・志峰祭(本郷隔年)

・卒業式(商船学科を除く)

・入学式
・クラブ紹介
・新入生オリエンテーション

・夏季休業(～９月)
・全国高専体育大会

・冬季休業(～１月)

・新入生研修会
・北斗祭(射水隔年)
・球技大会
・前期中間試験

・県外工場見学(本郷)
・商船学科卒業式
・特別登校日(本郷)

・推薦入試

４４

５５

６６

７７

８８

９９ １１

２２

３３
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11　学生生活

　学校行事
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・ロボットコンテスト
・スポーツ大会

・学力入試
・学年末試験
・卒業研究発表会

・カッターレース大会
・前期未試験

・企業研究会
・後期中間試験
・志峰祭(本郷隔年)

・卒業式(商船学科を除く)

・入学式
・クラブ紹介
・新入生オリエンテーション

・夏季休業(～９月)
・全国高専体育大会

・冬季休業(～１月)

・新入生研修会
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・球技大会
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・県外工場見学(本郷)
・商船学科卒業式
・特別登校日(本郷)
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４４

５５

６６

７７

８８

９９ １１

２２

３３

クラブ活動

体育系クラブ 文化系クラブ 体育系クラブ 文化系クラブ

陸上競技 吹奏楽 ヨット 新聞

サッカー メカテック 漕艇（カッター） デジタルメディア創作

野球 茶道 陸上競技 吹奏楽

柔道 ピアノ バスケットボール メカトロ技術研究

弓道 芸術 バレーボール

剣道 軽音楽 テニス 文化系同好会

バレーボール 囲碁・将棋 野球 茶道

バスケットボール 鉄道 サッカー 軽音楽

バドミントン 知能プログラミング研究 バドミントン

テニス 卓球 美術

ハンドボール 剣道 文芸

水泳 フリースタイルダンス アントレプレナー研究

卓球 水泳 機関学

書道

体育系同好会 体育系同好会 写真

ラグビーフットボール 柔道 ボランティア

ラグビー

本本郷郷キキャャンンパパスス 射射水水キキャャンンパパスス

剣道

メカテック

メカトロ技術研究

漕艇 カッター
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福利厚生施設

学生ラウンジ・図書館前ロビー
　図書館の1 階にある学生ラウンジは、学生が勉強会を

したり、会議をしたり、セミナーを開いたりもできる多

目的スペースです。このほかにも、図書館前ロビーなど、

学生がゆったりとすごせるスペースも設けています。

竹明館
　福利施設である本館1階には食堂と生協売店があるほ

か、1階と2階の各室は、学生会活動等、課外活動の場と

して、有効に利用されています。

　また、本施設とは別に、課外活 のための宿泊施設と

して合宿研修所があります。

本郷キャンパス

奈呉の浦会館
　本会館1階南側に100席の食堂と館内中央ホールの一

角に談話コーナー、2階には多目的集会室、研修室、学

生会室、美術室及び16畳の大きな和室があり茶道等の課

外活動の場として有効に利用されています。また、本会

館隣接地には、生協売店が福利厚生の充実を目的に設置

されており、快適な学生生活に寄与しています。

射水キャンパス

図書室前ロビー

学生ラウンジ

奈呉の浦会館前風景

食堂

売店

売店
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学生相談室

学生相談室には、室長、並びに相談員（教職員）、看護師、

カウンセラー（臨床心理士等）、ソーシャルワーカーが配置さ

れています。

学業・進路、友人関係、クラブなど学校生活に関する相談、

精神衛生に関する相談、個人的な問題など、スタッフが学生と

一緒に解決の方法を考えます。また、学生だけでなく保護者か

らの相談も受けつけています。

各キャンパスの相談室の開室時間は以下の通りです。

学生寮

学生の就学の便を図るため、学生寮を設置しています。本郷キャンパスでは「仰
ぎょう

岳寮
がくりょう

」、射水キャンパスでは「和海寮
わかいりょう

」と呼ば

れ、それぞれのキャンパスの学生を受け入れています。

これらの学生寮は、アパートや下宿とは異なり、開寮期間中は教職員が常駐し、学生に生活の場を提供するだけでなく、本校教

育の一環として、集団生活を通して社会の秩序と倫理を重

んじる気風の醸成を目的としています。

また、寮生相互の親睦を図るため、学生組織が主催する

独自の年間行事が企画されています。それらを通して学生

寮には、家庭にはない友人との語らいや先輩・後輩の付き

合いがあり、人と人との触れあいの場ともなっています。

近年では、設備の老朽化や国際交流の推進などの状況を

踏まえ、学生寮の整備を計画的に行っており、令和３年度

には仰岳寮４号館、令和４年度には和海寮第３寮棟、令和

５年度には和海寮第１寮棟の改修工事を実施しました。仰

岳寮には長期留学生が滞在しており、交流用のラウンジが

設置され、また和海寮には「国際寮」として、ラーニング

コモンズという日本人学生と留学生が学び合う場が新設されました。

学　　科

電子情報工学科 《3》 《2》 《5》

国際ビジネス学科

商船学科

合　　　計 《3》 《2》 《5》

３学年１学年 ２学年 合　計４学年 ５学年

学　　科

機械システム工学科 《1》 《1》 《2》

電気制御システム工学科 《1》 《2》 《1》 《4》

物質化学工学科 《1》 《2》 《1》 《4》

合　　　計 《3》 《5》 《2》 《10》

１学年 ２学年 ４学年３学年 ５学年 合　計

本本 郷郷 キキ ャャ ンン パパ スス

学 生 相 談 室

月～金

月～木

金

相談員

ソーシャルワーカー

カウンセラー

： – ：

： – ：

： – ：

保 健 室 月～金 看護師 ： – ：

射射 水水 キキ ャャ ンン パパ スス

学 生 相 談 室 月～水・金

木

カウンセラー

ソーシャルワーカー

： – ：

： – ：

保 健 室 月～金 看護師 ： – ：

学生相談室（本郷キャンパス） 学生相談室（射水キャンパス）

仰岳寮（本郷キャンパス） 令和７年 月 日現在

和海寮（射水キャンパス） 令和７年 月 日現在

（ ）は女子、《 》は留学生で共に内数

（ ）は女子、《 》は留学生で共に内数

月～金 相談員 随 時
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技術振興会 　富山高等専門学校技術振興会は、本校を拠点とした研究交流を通じて、産学官協働による

知的資源の創造と地域経済の活性化に資するとともに、本校の教育に関して必要な助成を行

うことを目的に設立されました。現在、会員は企業会員309社、個人会員22名です。 

7 5 1 現在）

　設立の経緯は、平成17年8月に技術振興会発起人会が立ち上がり、同年10月に設立の運

びとなりました。平成21年10月に高度化再編し富山高等専門学校となってから同年12月の

総会で現在の形となりました。歴代の会長は次の方々です。

　初　代：田中　一郎　　田中精密工業株式会社／代表取締役社長　

　（任期：平成17年10月24日～平成19年10月31日）

　第2代：宮野　兼美　　立山マシン株式会社／代表取締役社長

　（任期：平成19年11月1日～平成21年12月13日）

　第3代：河村　孝一　　朝日印刷株式会社／代表取締役社長

　（任期：平成21年12月14日～平成23年10月27日）

　第4代：松田　　登　　ファインネクス株式会社／代表取締役社長

　（任期：平成23年10月28日～平成25年10月31日）

　第5代：藤堂　利一　　藤堂工業株式会社／代表取締役社長

　（任期：平成25年11月1日～平成27年11月2日）

　第6代：濱　　　尚　　朝日印刷株式会社／代表取締役社長

　（任期：平成27年11月3日～令和元年11月1日）

　第7代：石﨑　大善　　株式会社アイザック／代表取締役社長

　（任期：令和元年11月2日～令和５年11月１日） 

・講演会

・令和5年度富山高等専門学校技術振興会総会(R５.１１.２)にて富山高等専門学校教員３名による
シーズ紹介やプロジェクト事業紹介等の講演

・令和６年度富山高等専門学校技術振興会総会(R6.10.31)にて専攻科生による事例・成果発表会
及び会員企業との意見交換会

さらに、本校への技術振興会からの支援事業の例については次の通りです。
・学生インターンシップ事業の支援

・キャリア教育・就職支援

・会員企業と富山高専の学生との連携教育の実施（Ti-TEAM）

・会員企業を富山高専の学生に紹介する企業研究会の開催

・富山高専コーディネーターの産学官連携活動を支援

・会員企業との共同研究に対する助成

産学連携教育の様子意見交換会の様子

 第8代：杉野　岳 　株式会社スギノマシン／代表取締役副社長

 （任期：令和５年11月2日～現在）

技術振興会の事業として、会員企業向け事業の例を次に示します。

1122　　地地域域社社会会ととのの連連携携
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13　研究活動

　科研費採択状況
文部科学省科学研究費助成事業

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度

件　数

金　額

件　数

金　額

件　数

金　額

件　数

金　額

件　数

金　額

件　数

金　額

件　数

金　額

件　数

金　額

件　数

金　額

件　数

金　額

件　数

金　額

　共同研究実施状況
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度

金額単位：千円

　受託研究・受託事業実施状況
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度

金額単位：千円

　寄附金受入状況
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度

金額単位：千円

若 手 研 究 （ Ｂ ） ※１

若 手 研 究 ※２

種目

基 盤 研 究 （ Ａ ）

基 盤 研 究 （ Ｂ ）

基 盤 研 究 （ Ｃ ）

挑 戦 的 研 究

特 別 研 究 員 奨 励 費

研究成果公開促進費 ※３

奨 励 研 究

研究活動スタート支援

金 額

年　　度

件 数

金 額

年　　度

件 数

金額単位：千円　間接経費含む　　※１　平成３０年度より募集停止 ※２　平成３０年度より募集開始 ※３　令和元年度採択分から科研費として実施

年　　度

件 数

金 額

合 計
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国際学術協定校

□□米国・ハワイ大学
カウアイコミュニティカレッジ
平成 年 月、本校と米国ハワイ州のカウアイコミ

ュニティカレッジ（ ）と国際学術協定書が交わされ、

また平成 年 月には、商船学科を設置している つ

の高専を加えて全国 高専による包括協定が締結され、教

員を対象として国際交流プログラムの推進や海事に関す

る専門知識の共有と向上、技術及び教育における連携を進

めています。

□□英国・北アイルランド
サウスイースタン地区連合カレッジ
英国北アイルランドサウスイースタン地区連合カレッ

ジ（ ）とは、平成 年 月に国際学術協定書に調

印し、専攻科の国際インターンシップを行っています。現

在も教員の相互訪問を続けながら国際交流活動を推進し

ています。

□□ハンガリー・パズマニーペーテルカトリック大
学 、 ブタペスト工科経済大学
平成 年、ブタペスト市内の上記２つの研究機関、

、 との国際学術協定を締結しました。

は 年の歴史を有するハンガリー最古の大学の

一つであり、現在は情報工学と生体工学を柱とした 世

紀の産業を担う学術領域の立上げを目指しています。

はハンガリー最大の大学であり、世界中のトップ企業とも

共同研究を進めている学際性、国際性に優れた大学です。

今後、研究者及び学生の交流を促進させ、連携を通じた

本校の研究・教育の発展をめざします。

□□タイ・キングモンクット工科大学ラカバン校
国立高等専門学校機構の包括協定校であるタイ・キング

モンクット工科大学ラカバン校（ ）とは、平成

年 月に国際学術協定書に調印し、短期留学生を相互に受

け入れています。また同大学から教員を招へいし、学生向

け講義を実施したり、年 回程度、国際共同セミナーを実

施したりしています。

□□タイ・ランプーン農業技術カレッジ
平成 年に国際学術協定を締結しました。本校の学生

とペアを組み、タイにある日系企業でインターンシップを

行う枠組みでの交流を実施しております。

□□中国・東北大学
東北大学 中国遼寧省瀋陽市 との国際学術交流は本校の

前身の一部である富山工業高等専門学校が平成 年

月に協定を締結したことに始まります。本校の統合に伴い、

より深化した国際交流を目的として平成 年 月に

再調印しました。

東北大学は、中国でトップクラスの実力を有し、国家重

点大学の一つです。これまで、東北大学研究者の中期招聘

研究交流、本校教員の長期海外研究員派遣、国際共同セミ

ナーの実施等が行われています。

□□シンガポール・テマセクポリテクニック、
ナンヤンポリテクニック
両校とは、平成 年、 年にそれぞれ国際学術協定

を締結しており、主として短期留学生の受入による交流を

継続的に実施しております。

□□フィンランド・ヴァーサ・リュセオ高等学校
平成 年に国際学術協定を締結しました。現在、主に

低学年の学生交流を実施しております。

□□タイ・カセサート大学
令和５年７月に国際学術協定を締結しました。はじめは、

本校商船学科の学生および教員との交流を目指します。

□□マレーシア・マラ工科大学
令和 年 月に国際学術協定を締結しました。両校で

の学生及び研究者の交流を促進させ、連携を通じた本校の

発展を目指します。

□□台湾・長庚大学
令和 年５月に国際学術協定を更新しました。この更新

に伴い、本校学生および専攻科生が長庚大学で研究活動を

実施しております。

□□インド・ ラトナム芸術科学商業大学
令和７年４月に国際学術協定を締結しました。学生のみ

ならず研究者の交流を促進させ、新たな国際活動の実施を

目指します。

キングモンクット工科大学からの短期留学生と本校学生の交流学習
ラトナム芸術科学商業大学の学生と本校学生との交流学習

からの訪問 カセサート大学からの訪問

国際交流活動
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海外研修プログラム

学生の異文化体験と英語力の向上、さらには海外での実

務経験を目的とする海外研修プログラムが平成 年より

開始されました。海外研修プログラムの開設に先立っては、

研修相手校との協定締結や、本校教員による研修中の支援

体制の整備など、安全かつ円滑な海外研修の実施に配慮し

ています。

□□１年留学プログラム
平成 年４月より 年間の留学プログラムを、国際ビ

ジネス学科 年生を対象にカナダにて行っています。令和

４年からブリティッシュコロンビア州カウチャン学区内

の各高校にて実施しています。

□□半年留学プログラム
平成 年に留学に関する協定を結び、平成 年 月

より、異文化体験と英語研修を行っています。国際ビジネ

ス学科の 年生を対象に、カナダ西海岸のビクトリア市に

あるビクトリア大学イングリッシュ・ランゲージ・センタ

ーで約５ヶ月活動するプログラムです。

□□異文化実習
研修先 台湾、キルギス、カナダ、

米国等の各教育機関（※）

対象 本科２～ 年生（※）

期間 ～ 週間

内容 語学やそれぞれの国の文化等を学ぶ実習

※研修先及び対象は、学科によって異なります

□□英国・北アイルランド国際インターンシップ
研修先 現地企業・サウスイースタン地域連合

カレッジ（平成 年国際学術協定締結）

対象 専攻科生（国際ビジネス学専攻・制御情報シス

テム工学専攻）

期間 週間

内容 国際ビジネス学専攻：企業実習・カレッジでの

専門講習（各 週間）

工学系専攻：語学研修・実務訓練（各 週間）

□□東南アジア海外インターンシップ
研修先 県内企業のタイ・マレーシア現地法人

対象 専攻科生・本科 年生

期間 ～ 週間

内容 実務研修

□□アカデミック インターンシップ
研修先 ハンガリー、タイ、マレーシアの

大学・研究機関

対象 専攻科生

期間 週間程度

内容 研究室に配属し、提携校・期間の指導教員の下

で各自の研究課題に取り組む

□□ロシア語 インターンシップ
研修先 キルギス日本人材開発センター

（令和７年インターンシップ実習に関する覚書

締結）

対象 専攻科生・本科 年生

期間 日以上

内容 実務研修

□□台湾研修
研修先 台湾（台北）

対象 全学年

期間 日間程度

内容 企業見学、現地大学生との交流等

短期留学生受入

国立高等専門学校機構との包括協定に基づき、平成

年 月より、タイ・キングモンクット工科大学ラカバン校

から短期留学生を受け入れています。平成 年 月には

本校と交流協定を締結し、受け入れ人数をさらに増やして

交流を拡大しています。

また、国立高等専門学校機構の包括提携校であり、本校

の交流提携校でもあるシンガポール・テマセクポリテクニ

ック、ナンヤンポリテクニック及びマレーシア・マラ工科

大学からも、短期留学生を受け入れています。

ビクトリア大学イングリッシュ・ランゲージ・センター留学中の学生

マレーシア・マラ工科大学短期留学生による校長表敬訪問
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海外研修プログラム

学生の異文化体験と英語力の向上、さらには海外での実

務経験を目的とする海外研修プログラムが平成 年より

開始されました。海外研修プログラムの開設に先立っては、

研修相手校との協定締結や、本校教員による研修中の支援

体制の整備など、安全かつ円滑な海外研修の実施に配慮し

ています。

□□１年留学プログラム
平成 年４月より 年間の留学プログラムを、国際ビ

ジネス学科 年生を対象にカナダにて行っています。令和

４年からブリティッシュコロンビア州カウチャン学区内

の各高校にて実施しています。

□□半年留学プログラム
平成 年に留学に関する協定を結び、平成 年 月

より、異文化体験と英語研修を行っています。国際ビジネ

ス学科の 年生を対象に、カナダ西海岸のビクトリア市に

あるビクトリア大学イングリッシュ・ランゲージ・センタ

ーで約５ヶ月活動するプログラムです。

□□異文化実習
研修先 台湾、キルギス、カナダ、

米国等の各教育機関（※）

対象 本科２～ 年生（※）

期間 ～ 週間

内容 語学やそれぞれの国の文化等を学ぶ実習

※研修先及び対象は、学科によって異なります

□□英国・北アイルランド国際インターンシップ
研修先 現地企業・サウスイースタン地域連合

カレッジ（平成 年国際学術協定締結）

対象 専攻科生（国際ビジネス学専攻・制御情報シス

テム工学専攻）

期間 週間

内容 国際ビジネス学専攻：企業実習・カレッジでの

専門講習（各 週間）

工学系専攻：語学研修・実務訓練（各 週間）

□□東南アジア海外インターンシップ
研修先 県内企業のタイ・マレーシア現地法人

対象 専攻科生・本科 年生

期間 ～ 週間

内容 実務研修

□□アカデミック インターンシップ
研修先 ハンガリー、タイ、マレーシアの

大学・研究機関

対象 専攻科生

期間 週間程度

内容 研究室に配属し、提携校・期間の指導教員の下

で各自の研究課題に取り組む

□□ロシア語 インターンシップ
研修先 キルギス日本人材開発センター

（令和７年インターンシップ実習に関する覚書

締結）

対象 専攻科生・本科 年生

期間 日以上

内容 実務研修

□□台湾研修
研修先 台湾（台北）

対象 全学年

期間 日間程度

内容 企業見学、現地大学生との交流等

短期留学生受入

国立高等専門学校機構との包括協定に基づき、平成

年 月より、タイ・キングモンクット工科大学ラカバン校

から短期留学生を受け入れています。平成 年 月には

本校と交流協定を締結し、受け入れ人数をさらに増やして

交流を拡大しています。

また、国立高等専門学校機構の包括提携校であり、本校

の交流提携校でもあるシンガポール・テマセクポリテクニ

ック、ナンヤンポリテクニック及びマレーシア・マラ工科

大学からも、短期留学生を受け入れています。

ビクトリア大学イングリッシュ・ランゲージ・センター留学中の学生

マレーシア・マラ工科大学短期留学生による校長表敬訪問

15　財務状況

　令和６年度予算 　施設

[本郷キャンパス]

校舎敷地

屋外運動場敷地

寄宿舎敷地

職員宿舎敷地

合計

校舎

体育館

寄宿舎

図書館

福利施設

管理部

その他

設備質

職員宿舎

（戸数）

合計

[射水キャンパス]

校舎敷地

屋外運動場敷地

寄宿舎敷地

実験実習地

職員宿舎敷地

合計

校舎

体育館

寄宿舎

図書館

福利施設

管理部

その他

設備質

職員宿舎

（戸数）

合計

海老江練合団地 堀江千石団地 計

建

物

（単位：ｍ
２
）

海老江練合団地 堀江千石団地 計

土

地

（単位：ｍ
２
）

本郷団地 旭団地 計

建

物

（単位：ｍ
２
）

本郷団地 旭団地 計

土

地

（単位：ｍ
２
）

収 入
３３，，４４００９９，，９９５５１１千円

自己収入

授業料収入

入学金など
３３５５１１，，１１４４２２千円

運営費交付金
２２００００，，００７７５５千円

産学連携等

研究収入
８８７７，，７７７７５５千円

寄付金収入
３３６６，，６６５５２２千円

施設整備費補助金
２２，，７７１１１１，，４４２２７７千円

その他補助金
２２２２，，８８８８００千円

支 出
３３，，４４１１４４，，６６１１４４千円

業務費
５５６６９９，，３３６６００千円

産学連携等

研究経費
７７５５，，２２７７００千円

寄付金事業費
３３７７，，２２１１２２千円

施設整備費
２２，，７７００９９，，８８９９２２千円

その他補助金事業費
２２２２，，８８８８００千円

団地名

区 分

団地名

区 分

団地名

区 分

団地名

区 分
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〔本郷キャンパス〕

キャンパスマップ

〔射水キャンパス〕

練合宿舎

管理棟

図書館
情報センター

実験実習棟

駐車場駐車場

池

守衛所・車庫

武道館

正門

ガスタービン実験棟

学生通用門

福利
施設

食堂

第3寮棟第2寮棟

合宿研修施設

屋外水泳
プール

グラウンド

野球場

第1寮棟

テニスコート

第1厚生棟

第2
厚生棟 駐車場

第2
体育館

第1
体育館

学寮通用門

第2専門棟 第3専門棟

第1専門棟

専攻科棟

水槽実験棟

国際交流
施設

場
道
武

棟
室
教

1

庫
書
文

Ｍ

 棟

棟

理

管

Ｅ

 棟

場

車

駐

庫
倉
材
資
び
及
庫
品
薬

Ｃ

 棟棟
科
攻
専

情報処理
センター

屋外水泳
プール

水泳プール
更衣室

ボイラー室

図書館

不燃物置場

物品庫

渡り廊下渡り廊下

実 習 工 場

駐 車 場

至上滝

舎
宿
郷
本

置
物

グラウンド

野 球 場

器具庫

テニスコート

共通棟
1

教室棟2教室棟3

池

車庫

守衛所
正門

段
階

室
教 渡り廊下

共通棟
2

体育トレーニング
センター

共通棟3

合 宿
研修所

弓道場

至富山市街

硬式テニスコート

更衣室

流
交
際
国

設
施

庫
具
器
育
体

自転車置場自転車置場

オープン
ラボ

第二
体育館

第一
体育館

設
施
利
福

場
置
車
転
自

食

 堂 館

号

四

館

号

三

棟

理

管

館

号

二

館

号

一
室
浴

場
置
車
転
自

庫
品
薬

自転車置場

寄 宿 舎

用水

音楽練習場

あいの風会館

駐 車 場
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１6　在学状況

　学生の定員と現員

４０名 《1》 《1》 《2》

４０名 《1》 《2》 《1》 《4》

４０名 《1》 《2》 《1》 《4》

４０名 《3》 《2》 《5》

４０名

航海コース ２０名

機関コース ２０名

２４名

　８名

４名

　４名

《6》 《7》 《2》 《15》

注１　（　）内数字は、女子学生数を内数で示す。　注２　《  》内数字は、外国人留学生数を内数で示す。

　出身地別在学生数
〔〔本本郷郷キキャャンンパパスス〕〕

（　）は、女子で内数

〔〔射射水水キキャャンンパパスス〕〕

富　山　県

石　川　県

北　海　道

宮　城　県

山　形　県

福　島　県

茨　城　県

群　馬　県

栃　木　県

千　葉　県

埼　玉　県

東　京　都

神　奈　川　県

新　潟　県

福　井　県

長　野　県

岐　阜　県

静　岡　県

愛　知　県

三　重　県

滋　賀　県

京　都　府

大　阪　府

奈　良　県

和　歌　山　県

兵　庫　県

香　川　県

鳥　取　県

山　口　県

福　岡　県

宮　崎　県

鹿　児　島　県

沖　縄　県

外　国

合　計

（　）は、女子で内数

令和7年5月1日現在

令和７年5月1日現在

令和７年5月1日現在

合　計

１ 学 年 ２ 学 年 ３ 学 年 ４ 学 年 ５ 学 年 実 習 生
専 攻 科
１ 学 年

専 攻 科
２ 学 年

合　計

５ 学 年
専 攻 科
１ 学 年

専 攻 科
２ 学 年

滋　賀　県

和　歌　山　県

外　国

富　山　県

石　川　県

東　京　都

神　奈　川　県

新　潟　県

１ 学 年 ２ 学 年 ３ 学 年 ４ 学 年

合　計

福　井　県

岐　阜　県

愛　知　県

三　重　県

長　野　県

兵　庫　県

海事システム工学専攻

合　　計

電子情報工学科

国際ビジネス学科

エコデザイン工学専攻

制御情報システム工学専攻

国際ビジネス学専攻

１学年 ２学年

商 船 学 科
　　４０名

機械システム工学科

電気制御システム工学科

物質化学工学科

３学年
専攻科
１学年

専攻科
２学年

合　計実習生４学年 ５学年学 年定 員

学 年
所在地

学 年
所在地
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　本科入学者選抜

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

推　　薦

学　　力

帰国生徒

全　　体

推　　薦

学　　力

帰国生徒

全　　体

推　　薦

学　　力

帰国生徒

全　　体

推　　薦

学　　力

帰国生徒

全　　体

推　　薦

学　　力

帰国生徒

全　　体

推　　薦

学　　力

帰国生徒

全　　体

推　　薦

学　　力

帰国生徒

全　　体

※各学科の「学力検査による選抜」における「受験者数」は第１志望の「受験者数」、各学科の「合格者数」には第２・３志望合格者数を含む。

※「志願者数」及び「受験者数」の全体は、「推薦による選抜」の数と、「学力検査による選抜」及び「帰国生徒特別選抜」の数から「推薦による選抜」の不合格数で

「学力検査による選抜」または「帰国生徒特別選抜」の「志願者数」及び「受験者数」を除いた数を合算したもの。

　４年次編入学者選抜

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

―

若干名

　専攻科入学者選抜

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

志願
者数

受験
者数

合格
者数

推　　薦

学　　力

社 会 人 若干名

全　　体

推　　薦

学　　力

社 会 人 若干名

全　　体

推　　薦

学　　力

社 会 人 若干名

全　　体

推　　薦

学　　力

社 会 人 若干名

全　　体

推　　薦

学　　力

社 会 人 若干名

全　　体

１７　入試状況

令和7年度

令和7年度

令和7年度

電子情報工学科

令和2年度

学 科
入学
定員

令和元年度

合　　計

機械システム工学科

電気制御システム工学科

物質化学工学科

電子情報工学科

国際ビジネス学科

エコデザイン工学専攻

制御情報システム工学専攻

国際ビジネス学専攻

海事システム工学専攻

商船学科

学 科
入学
定員

機械システム工学科

電気制御システム工学科

物質化学工学科

令和4年度

国際ビジネス学科

商船学科

合　　計

令和2年度 令和3年度

専 攻
入学
定員

令和元年度

合　　計

令和3年度

令和6年度

令和6年度

令和6年度

令和5年度

令和5年度

令和5年度

令和3年度令和2年度 令和4年度

令和4年度

令和元年度
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　本科　県外受験者・合格者出身県内訳

北　海　道

岩　手　県

宮　城　県

山　形　県

福　島　県

茨　城　県

栃　木　県

群　馬　県

埼　玉　県

千　葉　県

東　京　都

神　奈　川　県

新　潟　県

石　川　県

福　井　県

長　野　県

岐　阜　県

静　岡　県

愛　知　県

三　重　県

滋　賀　県

京　都　府

大　阪　府

兵　庫　県

奈　良　県

和　歌　山　県

鳥　取　県

島　根　県

岡　山　県

山　口　県

香　川　県

福　岡　県

熊　本　県

宮　崎　県

鹿　児　島　県

沖　縄　県

帰　国　生　徒

合　計

　留学生出身国内訳

機

械

シ

ス

テ

ム

工

学

科

電

気

制

御

シ

ス

テ

ム

工

学

科

物

質

化

学

工

学

科

電

子

情

報

工

学

科

国

際

ビ

ジ

ネ

ス

学

科

商

船

学

科

機

械

シ

ス

テ

ム

工

学

科

電

気

制

御

シ

ス

テ

ム

工

学

科

物

質

化

学

工

学

科

電

子

情

報

工

学

科

国

際

ビ

ジ

ネ

ス

学

科

商

船

学

科

機

械

シ

ス

テ

ム

工

学

科

電

気

制

御

シ

ス

テ

ム

工

学

科

物

質

化

学

工

学

科

電

子

情

報

工

学

科

国

際

ビ

ジ

ネ

ス

学

科

商

船

学

科

機

械

シ

ス

テ

ム

工

学

科

電

気

制

御

シ

ス

テ

ム

工

学

科

物

質

化

学

工

学

科

電

子

情

報

工

学

科

国

際

ビ

ジ

ネ

ス

学

科

商

船

学

科

機

械

シ

ス

テ

ム

工

学

科

電

気

制

御

シ

ス

テ

ム

工

学

科

物

質

化

学

工

学

科

電

子

情

報

工

学

科

国

際

ビ

ジ

ネ

ス

学

科

商

船

学

科

タ イ

イ ン ド ネ シア

カ ン ボ ジ ア

ア ル ジ ェ リア

メ キ シ コ

マ レ ー シ ア

合　計

合

計

合

計

合

計

合

計

合

計

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

受験
者数

合格
者数

受験
者数

合格
者数

受験
者数

合格
者数

受験
者数

合格
者数

受験
者数

合格
者数

受験
者数

合格
者数

受験
者数

合格
者数

受験
者数

合格
者数

受験
者数

合格
者数

受験
者数

合格
者数

推薦 学力 推薦 学力 推薦 学力

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

推薦 学力 推薦 学力
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　過去５年の主な進学先

進学先
令和2

年度

令和3

年度

令和4

年度

令和5

年度

令和6

年度
合計 進学先

令和2

年度

令和3

年度

令和4

年度

令和5

年度

令和6

年度
合計

国立 富山高等専門学校専攻科 国立 京都大学

国立 北海道大学 国立 京都工芸繊維大学

国立 帯広畜産大学 国立 大阪大学

国立 山形大学 国立 神戸大学

国立 東北大学 国立 奈良女子大学

国立 筑波大学 国立 和歌山大学

国立 宇都宮大学 国立 岡山大学

国立 群馬大学 国立 広島大学

国立 埼玉大学 国立 徳島大学

国立 千葉大学 国立 九州大学

国立 お茶の水女子大学 国立 鹿児島大学

国立 東京大学 国立 鹿屋体育大学

国立 東京外国語大学 公立 東京都立大学

国立 東京海洋大学 公立 富山県立大学

国立 東京科学大学 公立 長野大学

（国立 東京工業大学） 公立 大阪公立大学

国立 東京農工大学 私立 放送大学

国立 電気通信大学 私立 工学院大学

国立 横浜国立大学 私立 中央大学

国立 新潟大学 私立 日本大学

国立 長岡技術科学大学 私立 早稲田大学

国立 富山大学 私立 福井工業大学

国立 金沢大学 私立 南山大学

国立 福井大学 私立 立命館大学

国立 信州大学 私立 京都女子大学

国立 静岡大学 私立 関西大学

国立 岐阜大学 私立 大手前大学

国立 名古屋大学 外国 キャピラノ大学

国立 豊橋技術科学大学

国立 三重大学

国立 滋賀大学

進学先
令和2

年度

令和3

年度

令和4

年度

令和5

年度

令和6

年度
合計 進学先

令和2

年度

令和3

年度

令和4

年度

令和5

年度

令和6

年度
合計

国立 北海道大学大学院 国立 福井大学大学院

国立 東北大学大学院 国立 信州大学大学院

国立 福島大学大学院 国立 名古屋大学大学院

国立 筑波大学大学院 国立 豊橋技術科学大学大学院

国立 東京科学大学 国立 京都大学大学院

（国立 東京工業大学大学院） 国立 京都工芸繊維大学大学院

（国立 東京医科歯科大学大学院） 国立 大阪大学大学院

国立 電気通信大学大学院 国立 奈良先端科学技術大学院大学

国立 上越教育大学大学院 国立 広島大学大学院

国立 長岡技術科学大学大学院 公立 東京都立大学大学院

国立 富山大学大学院 公立 富山県立大学大学院

国立 金沢大学大学院

国立 北陸先端科学技術大学院大学

１９　進路状況

専専　　攻攻　　科科

合合計計

本本　　科科

合合計計

54



　過去５年の主な就職先

商商船船学学科科（（航航海海ココーースス））

国国際際ビビジジネネスス学学科科

KOKUSAI ELECTRIC、Japan Advanced Semiconductor
Manufacturing、YKK、北陸電力、東京電力ホールディングス、中部
電力、三菱電機、安川電機、富士電機、東日本電信電話、立山科学グ
ループ、浜松ホトニクス、セイコーエプソン、コニカミノルタジャパ
ン、西日本旅客鉄道、コーセル、富山村田製作所、ソニーセミコンダク
タマニュファクチャリング、シキノハイテック、北陸電気保安協会、
Asian Bridge、FIXER、NTTコムソリューションズ、メンバーズ、北銀
ソフトウエア、日立ハイシステム21、サントリープロダクツ、キヤノン
マーケティングジャパン、ソニーGMO、コマツ産機、カワダロボティク
ス、キタムラ機械、モビテック、三菱電機ビルソリューションズ、YKK
AP、北陸LIXIL製作所、タマディック、クラシエ製薬、第一三共プロ
ファーマ、デジタル庁

物物質質化化学学工工学学科科
富士フイルム富山化学、クラシエ製薬、東亞合成、第一三共プロファー
マ、十全化学、アステラスファーマテック、日本曹達、立山化成、シ
ミックCMO、花王、資生堂、YKK、東亜薬品、協和ファーマケミカ
ル、昭和電工セラミックス、日東電工、大阪ガス、丸善石油化学、三井
化学分析センター、塩谷硝子、旭化成、東レ、P&G、DIC、富士フイル
ム、サントリービール、サントリープロダクツ、サントリースピリッ
ツ、大塚製薬工場、日本ペイント、昭和電工、森永乳業、日本たばこ産
業、出光興産、アステラス製薬、日医工、日東メディック、日産化学、
前田薬品工業、大和薬品工業

電電子子情情報報工工学学科科

機機械械シシスステテムム工工学学科科

本本　　科科

SUBARUテクノ、北陸電力、花王、日産オートモーティブテクノロ
ジー、モビテック、西日本旅客鉄道、東海旅客鉄道、日本貨物鉄道、中
越合金鋳工、YKK AP、キタムラ機械、浜松ホトニクス、北陸日立、西
日本電信電話、サントリーグループ、JALエンジニアリング、DMG森精
機、不二越、高木製作所、京セラ、日本飛行機、三菱重工 三菱造船、東
洋製罐、パナソニック、パナソニックインダストリー、パナソニック
オートモーティブシステムズ、東京ガス、Daigas エナジー、大阪ガス
マーケティング、北陸建工、あいの風とやま鉄道、鹿島建設、佐藤工
業、新日本海重工業、LIXIL、富士フイルムマニュファクチャリング、東
亞合成、アイシン軽金属、クラシエ製薬、雪印メグミルク

電電気気制制御御シシスステテムム工工学学科科
日本郵船、商船三井、川崎汽船、商船三井オーシャンエキスパート、NS
ユナイテッド海運、JXオーシャン、共栄タンカー、ショクユタンカー、
太洋産業貿易、ENEOSオーシャン、新日本海フェリー、NSユナイテッ
ド内航マリン、上野トランステック、鹿児島船舶、共栄マリン、播洋実
業、海洋技術開発、早駒運輸、川崎近海汽船、大光船舶、佐渡汽船シッ
プマネジメント、日本海曳船、福寿船舶、日本海洋事業、ヤンマーエン
ジニアリング、IHI原動機、ジャパンマリンユナイテッド、NX海運、ケ
イヒン、日本海事協会、寺崎電気産業、朝日工業社、日本ゼオン、
YKK、YKK AP、東レ、出光興産、ダイキン工業、北陸LIXIL製作所、
ダイキンアプライドシステムズ

川崎汽船、旭海運、旭タンカー、NSユナイテッド海運、ケイラインロー
ローバルクシップマネージメント、ECLシップマネージメント、共栄タ
ンカー、新日本海フェリー、福寿船舶、NX海運、鹿児島船舶、佐渡汽船
シップマネジメント、第一中央内航、東幸海運、北星海運、海上保安
庁、日本ガスライン、商船三井フェリー、井本商運、エムエスケイ、NS
ユナイテッド内航マリン、上野トランステック、オーシャントランス、
共栄マリン、五栄土木、琵琶湖汽船、ニッスイマリン工業、日本海曳
船、明和タンカー、津軽海峡フェリー、日本海洋事業、富洋海運、イイ
ノガストランスポート、宇徳、日本通運、新潟造船、山九、日本海事検
定協会、新日本検定協会、日本海事協会

商商船船学学科科（（機機関関ココーースス））

エエココデデザザイインン工工学学専専攻攻

YKK、YKK AP、旭化成、西日本旅客鉄道、東海旅客鉄道、大阪旭海
運、小松製作所、北陸電力、トナミ運輸、シンク・ロジスティクス、フ
レームワークス、ユニックス、andUS、JR西日本ヴィアイン、ザ・
リッツカールトン沖縄、ラルフローレン、セカンドゲート、経済産業
省、国土交通省、外務省、農林水産省、防衛省、財務省税関(東京、大
阪)、衆議院事務局、参議院事務局、金融庁、出入国在留管理庁、富山県
庁、東京都庁、富山県警察、警視庁、沼津市役所、富山大学、滋賀医科
大学、水産研究･教育機構、統計センター、東京都下水道サービス

北陸コンピュータ・サービス、北陸電力、YKK、不二越、中部電力、関
西電力、北陸LIXIL製作所、北銀ソフトウエア、NTTフィールドテクノ、
日本オープンシステムズ、国立印刷局、明和eテック、サントリープロダ
クツ、NTTエムイー、FIXER、メンバーズ、大塚製薬、東芝インフラシ
ステムズ、メイテックフィルダーズ、富士フイルム、網屋、NECネッツ
エスアイ、日立ハイシステム２１、タマディック、キャノンマーケティ
ングジャパン、CAC、飛翔ソフトウェア、科学情報システムズ、
HBA、オープラン、日本オーチス・エレベータ、立山マシン、東京ウエ
ルズ、日本電算企画、アテック、アルファシステムズ、サントリーホー
ルディングス、東京ガス、パナソニックシステムソリューションズジャ
パン、シマノ

海海事事シシスステテムム工工学学専専攻攻
日本海洋事業、東海運、NSユナイテッド内航マリン、日本海曳船、日本
通運、ダイトーコーポレーション、伊勢湾海運、新日本検定協会、
YKK、立山マシン、東京計器、商船三井システムズ、商船三井テクノト
レード、東亞合成、朝日工業社、堀江商会、日清工業、国土交通省、海
技教育機構、富山県庁

専専　　攻攻　　科科

スギノマシン、KOKUSAI ELECTRIC、北陸電力、西日本旅客鉄道、東
京電力ホールディングス、東京ガスネットワーク、MBM、ニコン、セイ
コーエプソン、SUBARUテクノ、東亞合成、日本曹達、コマツNTC、
YKK、YKK AP、エヌアイシ・オートテック、日産化学、SMK、富山
村田製作所、TSK、オークマ、ゼオンノース、リッチェル、日本車輌製
造、本田技研工業、昭和電工セラミックス、クラシエ製薬、東亜薬品、
トーキン、サンエツ金属、DMG森精機、シミックCMO、ダイヤモンド
エンジニアリング、アイリスオーヤマ、富士化学工業、東京エレクトロ
ングループ、大塚製薬工場、北電情報システムサービス、ソフトバン
ク、日東電工

制制御御情情報報シシスステテムム工工学学専専攻攻
KOKUSAI ELECTRIC、北銀ソフトウエア、アルファシステムズ、イン
テック、パナソニックインダストリー、PFU、NECネッツエスアイ、明
和eテック、メンバーズ、アジアクエスト、網屋、ウイルテック、エニシ
フルコンサルティング、CAICA、関西電力、高エネルギー加速器研究機
構、小松製作所、シーケー金属、セイコーエプソン、成和システムエン
ジニアリング、ソニー、東海旅客鉄道、東京ウエルズ、トヨタ自動車、
日東電工、日本オープンシステムズ、Hajimari、ビーネックスソリュー
ションズ、富士通、富士通クラウドテクノロジーズ、富士通ネットワー
クソリューションズ、富士電機、北電情報システムサービス、北陸コン
ピュータ・サービス、メトロ、YKK

国国際際ビビジジネネスス学学専専攻攻
andUS、Another works、MINAMI、YKK、アールディーシー、ア
ミークス、インテック、スガキ、学研ココファン・ナーサリー、近藤建
設、松田産業、土の力、東工業、保志、北日本物産、北陸チューリップ
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